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は
じ
め
に

　

熊
本
県
菊
池
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
（
以
下
、
土
井

ノ
外
遺
跡
）
は
、
県
立
菊
池
高
校
の
校
舎
改
築
に
伴
い
平
成
一
七
～
一
八
年
に

か
け
て
、
約
四
四
〇
〇
㎡
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
方
形
に

区
画
さ
れ
た
溝
の
内
外
に
掘
立
柱
建
物
跡
、
柵
列
跡
が
検
出
さ
れ
、
中
世
後
期

の
大
量
の
土
師
器
皿
や
輸
入
陶
磁
器
が
出
土
し
た
（
熊
本
県
教
委
二
〇
〇
九
）。

当
該
地
近
辺
は
、
南
北
朝
期
に
南
朝
を
支
え
、
戦
国
期
に
は
肥
後
国
守
護
と
し

て
君
臨
し
た
菊
池
氏
の
本
拠
地
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
東
端
の
菊
池

神
社
・
菊
池
公
園
を
有
す
る
丘
陵
「
城
山
」
を
起
点
に
、
東
西
軸
の
守
護
城
下

町
が
展
開
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
字
界
を
見
て
も
、「
御
所
小
路
」

等
数
本
の
軸
的
街
路
に
面
し
て
方
形
区
画
が
整
然
と
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
名

残
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

菊
池
氏
の
居
城
は
、
元
来
、
城
山
上
の
「
菊
池
城
跡
（
隈
府
城
）」
と
理
解

さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
八
年
に
青
木
勝
士
氏
が
、
全
国
で
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
中

世
都
市
研
究
の
成
果
を
基
に
、
隈
府
町
内
に
残
る
字
名
「
屋
敷
」
に
着
目
、
平

地
の
守
護
館
有
力
地
と
し
て
比
定
し
た
（
青
木
一
九
九
六
）。
こ
の
「
屋
敷
」
に

東
接
す
る
字
が
「
土
井
ノ
外
」
で
あ
り
、
南
北
朝
期
に
下
向
し
て
い
た
懐
良
親

王
が
手
植
え
し
た
と
さ
れ
る
「
将
軍
木
」
も
そ
の
区
画
に
含
む
。
そ
の
後
に
行

わ
れ
た
土
井
ノ
外
遺
跡
発
掘
で
上
記
成
果
が
見
ら
れ
た
た
め
、
当
然
、
菊
池
氏

居
館
と
し
て
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
調
査
報
告

書
内
で
は
そ
の
比
定
に
つ
い
て
は
慎
重
な
見
方
を
し
て
お
り
、
一
方
、
青
木
氏
は

同
遺
跡
を
守
護
館
の
一
部
と
評
価
し
て
い
る
（
青
木
二
〇
二
〇
）。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
筆
者
は
、
報
告
書
の
実
測
図
等
か
ら
青
磁
琮
形
瓶
な
ど
輸

入
陶
磁
器
の
奢
侈
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
ら
遺
物
は
土
井
ノ

外
遺
跡
の
空
間
特
性
の
復
元
上
、大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
の
認
識
を
持
っ

た
が
、
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
先
行
研
究
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

菊
池
市
教
育
委
員
会
が
進
め
て
い
る
「
菊
池
一
族
の
歴
史
文
化
資
料
の
調
査
研

究
」
事
業
の
採
択
を
受
け
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
が
所
蔵
す
る
土
井
ノ
外
遺
跡

の
輸
入
陶
磁
器
の
研
究
を
行
い
、成
果
を
前
稿
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
中

山
二
〇
二
一
Ａ
）。

結
果
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
輸
入
陶
磁
器
に
つ
い
て
、
未
報
告
資
料
の
抽
出
・

図
化
提
示
を
出
発
点
と
し
て
、
青
磁
の
優
品
で
あ
る
各
種
瓶
類
や
酒
海
壺
他
の

奢
侈
品
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
青
磁
器
台
・
青
磁
擂
鉢
・
法
花
壺
・
褐

釉
磁
器
等
全
国
的
に
見
て
も
希
少
な
輸
入
陶
磁
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
天

目
茶
碗
以
外
に
も
、
風
炉
・
茶
臼
・
茶
入
等
の
茶
道
具
が
過
不
足
な
く
揃
っ
て

い
る
状
況
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
遺
跡
出
土
破
片
を
、
各
地

の
美
術
館
伝
世
品
や
他
遺
跡
出
土
遺
物
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
希
少

性
・
重
要
性
が
把
握
さ
れ
た
。
特
に
首
里
城
跡
京
の
内
の
一
括
資
料
の
組
成
と

近
い
遺
物
を
抽
出
で
き
た
点
は
、
今
後
の
比
較
研
究
への
進
展
や
南
方
と
の
交
易

交
流
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
基
礎
資
料
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。
出
土
し
た
青
磁
瓶
（
花
生
）・
水
注
類
や
茶
道
具
等
の
使
用
状
況
に
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図 1　隈府土井ノ外遺跡位置図

図 2　隈府土井ノ外遺跡調査区・遺構配置図



つ
い
て
、
中
世
段
階
の
花
飾
り
の
故
実
書
『
立
花
図
巻
』
や
座
敷
飾
り
の
規
定
書

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
記
録
と
対
比
し
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
に
は
、
守
護

館
ク
ラ
ス
の
会
所
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
課
題
と
し
て
「
輸
入
陶
磁
器
破
片
の
点
数
計
測
に
よ
る
、
碗
皿
の
出

土
状
況
を
通
し
た
遺
跡
の
存
続
年
代
の
見
直
し
、
盛
期
の
捕
捉
」
を
掲
げ
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
、
一
応
の
見
通
し
を
別
稿
で
論
じ
た
（
中
山
二
〇
二
一
Ｂ
）。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
出
土
遺
物
の
大
部

分
を
占
め
る
、
土
師
器
の
分
析
の
必
要
性
も
掲
げ
た
。
土
師
器
は
、
硬
質
で
長

期
間
の
使
用
に
耐
え
る
輸
入
陶
磁
器
に
比
べ
、
耐
久
性
が
低
く
、
在
地
で
生
産

さ
れ
る
特
性
か
ら
大
量
消
費
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
結
果
と
し
て
モ
デ
ル
更
新

の
間
隔
が
短
い
。
こ
の
た
め
編
年
の
基
準
資
料
と
し
て
優
れ
て
い
る
が
、
そ
の
形

態
変
遷
を
追
求
す
る
た
め
に
は
、
大
量
の
破
片
資
料
が
必
要
と
な
る
。
隈
府
土

井
ノ
外
遺
跡
で
は
出
土
量
が
多
く
、
そ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、
土
師
器
は
様
々
な
用
途
に
使
用
さ
れ
る
が
、
特
に
主
殿
空
間
等
に

お
け
る
献
杯
儀
礼
で
の
消
費
が
特
徴
づ
け
ら
れ
て
も
い
る
た
め
、
輸
入
陶
磁
器

と
併
せ
て
、
出
土
地
点
周
辺
の
空
間
復
元
に
有
効
な
資
料
と
な
り
得
る
。
本
稿

で
は
、
引
き
続
き
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
特
質
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

出
土
土
師
器
の
分
析
か
ら
、
遺
跡
の
時
代
変
遷
や
出
土
空
間
の
再
構
成
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

一　
輸
入
陶
磁
器
の
出
土
状
況
か
ら
み
る
土
井
ノ
外
遺
跡
の
年
代
観

（
一
）報
告
書
の
輸
入
陶
磁
器
評
価
に
関
す
る
問
題
点
と
未
報
告
資
料
の
抽
出

　

土
師
器
の
分
析
の
前
に
、
ま
ず
輸
入
陶
磁
器
供
膳
具
（
碗
・
皿
）
の
出
土
状

況
と
沖
縄
編
年
に
照
ら
し
た
年
代
観
の
確
認
作
業
を
行
っ
て
お
く
。

　

調
査
報
告
書
で
は
、
龍
泉
窯
系
青
磁
に
つ
い
て
四
〇
点
が
図
化
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
の
輸
入
陶
磁
器
は
八
点
と
少
な
い
。
そ
の
う
ち
、
年
代
の
指
標
に
な

り
そ
う
な
青
磁
碗
を
見
る
と
、
無
文
端
反
碗
（
沖
縄
編
年′
Ⅳ
―
〇
類
も
し
く

は
Ⅴ
―
〇
類
）、
無
鎬
蓮
弁
文
碗
（
同
Ⅴ
―
一
類
）、
雷
文
帯
碗
（
同
Ⅴ
―
二
類

）、
細
線
蓮
弁
文
碗
（
Ⅵ
―
一
類
）
が
見
ら
れ
、
特
に
雷
文
帯
碗
と
細
線
蓮
弁

文
碗
が
主
体
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

近
年
、
豊
富
で
多
様
な
輸
入
陶
磁
器
の
出
土
状
況
を
基
盤
と
し
て
、
年
代
観

の
活
発
な
議
論
を
重
ね
、編
年
の
細
密
化
が
進
展
し
て
い
る
沖
縄
編
年
か
ら
（
瀬

戸
二
〇
一
七
）、
こ
れ
ら
の
年
代
観
を
位
置
付
け
る
と
、′
Ⅳ
―
〇
類
・
Ⅴ
―
〇

類
・
Ⅴ
―
一
類
は
概
ね
瀬
戸
四
期
（
一
三
五
〇
～
一
四
二
〇
年
頃
）、
Ⅴ
―
二
類

は
瀬
戸
五
古
期
（
一
四
二
〇
～
一
四
六
〇
年
頃
）
か
ら
瀬
戸
五
新
期
（
一
四
六
〇

～
一
四
八
〇
年
頃
）、Ⅵ
―
一
類
は
瀬
戸
六
期
（
一
五
世
紀
末
～
一
六
世
紀
前
半
）

の
基
準
資
料
と
し
て
該
当
す
る
。

こ
の
た
め
、
報
告
書
掲
載
の
輸
入
陶
磁
器
か
ら
み
る
と
、
少
な
く
と
も
一
四

世
紀
中
葉
か
ら
一
六
世
紀
の
前
半
ま
で
遺
跡
が
存
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
報
告
書
で
は
遺
構
の
切
合
い
関
係
を
基
軸
に
、
遺
構
の
消
長
を
Ⅲ
期
に

区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
期
を
一
四
世
紀
後
半
～
末
、
二
期
を
一
四
世
紀
末
～

一
五
世
紀
初
頭
、
Ⅲ
期
を
一
五
世
紀
初
頭
～
前
半
と
設
定
し
て
お
り
（
熊
本
県

教
委
二
〇
〇
九
）、
こ
の
時
期
区
分
で
は
、
土
井
ノ
外
遺
跡
が
一
世
紀
に
納
ま
る

こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
各
画
期
は
三
〇
年
程
度
と
な
り
、
い
さ
さ
か
窮
屈
と
な

る
。
遺
構
の
時
期
決
定
に
関
す
る
基
準
が
不
明
瞭
で
、
本
稿
で
取
り
扱
う
土
師

器
は
、
未
だ
熊
本
地
方
で
は
中
世
後
期
の
詳
細
な
編
年
は
組
ま
れ
て
い
な
い
た

め
年
代
決
定
に
利
用
し
が
た
く
、
お
そ
ら
く
輸
入
陶
磁
器
の
既
存
の
年
代
観
を

指
標
に
年
代
を
定
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
依
拠
し
た
陶
磁
器
編
年
も
明
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ら
か
で
な
い
。
報
告
書
の
遺
構
年
代
観
と
、
先
の
沖
縄
編
年
と
の
齟
齬
は
五
〇

年
以
上
に
及
び
、
例
え
ば
Ⅰ
期
内
（
一
四
世
紀
代
）
で
廃
絶
す
る
と
さ
れ
る
溝

Ｓ
Ｄ
九
九
は
、
出
土
遺
物
の
主
体
が
Ⅴ
―
二
類
の
雷
文
帯
碗
で
あ
る
の
で
、
沖

縄
編
年
に
照
ら
せ
ば
廃
絶
は
早
く
と
も
一
五
世
紀
中
葉
以
降
と
考
え
ら
れ
、
報

告
書
内
の
画
期
と
相
当
の
ズ
レ
が
生
じ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
報
告
書
内
の
年
代
観
は
、
再
考
が
必
要
と
思
わ
れ
る
状
況

に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
、
未
報
告
資
料
も
含
む
全

輸
入
陶
磁
器
の
破
片
を
実
見
し
、
沖
縄
分
類
に
照
ら
し
て
、
点
数
計
測
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
青
磁
・
白
磁
の
み
な
ら
ず
、
青
花
磁
も
一
定
量
出
土
し
て
お
り
、

数
は
少
な
い
も
の
の
、
青
花
Ｅ
群
碗
や
漳
州
窯
産
青
花
磁
な
ど
一
六
世
紀
後
半

に
出
現
す
る
輸
入
陶
磁
器
の
存
在
も
確
認
で
き
た
。
こ
の
た
め
、
隈
府
土
井
ノ

外
遺
跡
の
存
続
年
代
は
、
ほ
ぼ
室
町
時
代
全
体
に
わ
た
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。

(

二
）輸
入
陶
磁
器
の
出
土
数

　

出
土
し
て
い
る
陶
磁
器
片
に
つ
い
て
、
種
別
・
器
種
・
分
類
ご
と
、
及
び
出

土
地
区
・
遺
構
・
グ
リ
ッ
ド
ご
と
に
点
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
整
理
し
た
も
の
が
表
一
・

二
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
ト
作
業
は
、
土
井
ノ
外
遺
跡
の
遺
物
を
収
蔵
す
る
熊
本
県

教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
財
資
料
室
内
で
実
施
し
た
。
収
蔵
コ
ン
テ
ナ
（
未
報

告
資
料
）
は
、
出
土
地
区
ご
と
に
、
土
師
器
類
・
瓦
質
土
器
類
・
石
製
品
（
石

そ
の
も
の
も
含
む
）・
青
磁
類
（
一
箱
）・
陶
磁
器
類
（
青
花
・
近
現
代
含
、
五
・

六
箱
分
あ
り
）
に
分
類
さ
れ
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
概
ね
、
輸
入
陶
磁
器
を
含
む

と
思
わ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
を
確
認
し
た
上
で
、
破
片
の
カ
ウ
ン
ト
を
実
施
し
た
が
、

す
べ
て
の
収
蔵
コ
ン
テ
ナ
を
完
全
に
実
見
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
現
地
で

の
作
業
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
分
類
照
合
に
や
や
曖
昧
な
点
が
あ
っ
た
こ
と
（
特

に
青
磁
の
無
文
部
位
破
片
）
等
か
ら
完
璧
に
正
確
な
点
数
計
上
・
分
類
が
成
果

と
し
て
で
き
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
で
も
、
概
ね
の
傾
向
と
し
て
は
、
的
外
れ

な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

両
表
左
列
の
地
区
・
遺
構
名
・
グ
リ
ッ
ド
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
破
片
が
収
納
さ

れ
て
い
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
同
封
さ
れ
て
い
た
ラ
ベ
ル
の
記
述
を
第
一
の
指
標
と
し
、

ラ
ベ
ル
が
な
い
場
合
は
破
片
の
注
記
を
元
に
名
称
を
復
元
し
た
。
表
中
、「
Ⅰ
区

五
―
Ｅ
Ｇ
」
等
と
あ
る
も
の
は
、グ
リ
ッ
ド
ご
と
の
取
り
上
げ
と
推
察
さ
れ
る
が
、

報
告
書
に
グ
リ
ッ
ド
名
の
明
記
が
な
い
た
め
、
現
段
階
で
は
詳
細
な
出
土
位
置
が

不
明
で
あ
る
。
同
じ
理
由
で
、
ラ
ベル
に
遺
構
名
が
記
し
て
あ
る
も
の
の
、
報
告

書
上
、
当
該
遺
構
の
名
称
が
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
も
出
土
地
点
が

判
明
し
な
い
。
こ
の
た
め
、本
稿
で
は
個
別
遺
構
の
年
代
的
評
価
に
踏
み
込
め
ず
、

一
～
三
の
各
調
査
区
の
概
ね
の
出
土
傾
向
を
中
心
に
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
点
を
お
断
り
す
る
。
表
中
、
左
列
は
上
か
ら
一
区
・
三
区
・
二
区
の
順
に
配

列
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一・
三
区
が
隣
接
し
て
お
り
一
体
的
な
位
置
空
間
と
考

え
ら
れ
た
た
め
で
、
そ
れ
に
対
し
、
二
区
は
や
や
離
れ
た
調
査
区
に
な
る
た
め
、

地
域
ご
と
の
傾
向
を
見
る
上
で
都
合
が
よ
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
配
列
と
し
た
。

よ
っ
て
、
土
井
ノ
外
遺
跡
は
、
一・
三
区
と
二
区
の
大
き
く
二
エ
リ
ア
に
区
分
さ

れ
る
と
捉
え
て
い
る
。

な
お
、
分
類
の
基
準
は
沖
縄
分
類
（
瀬
戸
ほ
か
二
〇
〇
八
）、
一
部
中
世
前
期

の
遺
物
は
大
宰
府
分
類
（
太
宰
府
市
二
〇
〇
〇
）
を
適
用
し
て
い
る
。

（
三
）カ
ウ
ン
ト
結
果
の
分
析

　

輸
入
陶
磁
器
は
総
計
六
六
五
点
が
確
認
さ
れ
た
。
内
訳
は
、青
磁
四
六
五
点
、

白
磁
五
九
点
、
青
花
一
〇
四
点
、
そ
の
他
三
七
点
で
あ
り
、
主
体
は
一
五
世
紀

代
の
龍
泉
窯
系
青
磁
が
占
め
る
。
青
磁
の
組
成
で
、
最
も
多
い
種
類
は
雷
文
帯

碗
（
Ⅴ
―
二
類
）
で
四
六
点
で
あ
る
。
次
い
で
、
細
線
蓮
弁
文
碗
（
Ⅵ
―
一
類
）
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表 1　隈府土井ノ外遺跡出土　青磁分類表
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表 2　隈府土井ノ外遺跡出土　白磁・青花・他貿易陶磁分類表
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が
三
八
点
、
無
文
玉
縁
・
直
口
碗
三
四
点
（
Ⅴ
―
〇
類
）、
無
鎬
蓮
弁
文
碗
（
Ⅴ

―
一
類
）
一
八
点
と
な
る
。
明
瞭
に′
Ⅳ
―
〇
類
と
確
認
で
き
た
破
片
は
五
点
の

み
で
Ⅴ
類
破
片
よ
り
か
な
り
少
な
い
た
め
、
Ⅴ
類
段
階
か
ら
陶
磁
器
が
増
加
す

る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
主
に
端
反
口
縁
部
の
破
片
で
、
筆
者
の
同
定
力
不
足

に
よ
り
Ⅳ
・ ′
Ⅳ
・
Ⅴ
類
分
類
不
可
と
し
た
も
の
も
二
六
点
あ
り
（
註
一
）、
今

少
し
Ⅳ
類
も
し
く
は′
Ⅳ
類
段
階
か
ら
の
遺
物
が
多
く
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

白
磁
は
四
都
窯
系
の
Ｄ
類
と
景
徳
鎮
窯
系
の
Ｅ
類
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。
白

磁
Ｄ
類
は
瀬
戸
四
期
・
五
古
期
・
五
新
期
（
概
ね
一
三
五
〇
～
一
四
八
〇
年
頃
）

に
使
用
さ
れ
、
白
磁
Ｅ
類
は
六
期
（
一
五
世
紀
末
～
一
六
世
紀
前
半
）
に
な
り

白
磁
の
主
流
と
な
る
。

青
花
は
Ｂ
一
群
皿
が
二
六
点
と
最
も
多
く
、
次
い
で
端
反
り
碗
一
六
点
、
Ｅ

群
碗
一
〇
点
と
な
る
。
Ｂ
一
群
碗
は
四
点
と
計
上
し
て
い
る
が
、
今
回
、
確
実

に
Ｂ
一
群
碗
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
も
の
だ
け
を
Ｂ
一
群
と
し
て
い
る
が
、「
端

反
碗
」
と
計
上
し
た
破
片
の
中
で
、
Ｂ
一
群
に
含
め
ら
れ
る
も
の
が
多
数
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
端
反
り
碗
・Ｂ
一
群
碗
は
、柴
田
圭
子
氏
の
整
理
図
に
よ
れ
ば（
柴

田
二
〇
一
一
）、
概
ね
一
五
世
紀
代
に
属
す
る
と
理
解
し
て
支
障
は
な
い
。
で
あ

れ
ば
、
青
花
類
も
、
土
井
ノ
外
遺
跡
で
は
盛
期
は
一
五
世
紀
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
白
磁
も
こ
の
様
相
に
齟
齬
は
無
い
。

瀬
戸
六
期
の
指
標
と
な
る
青
花
Ｃ
群
碗
・
皿
、
七
期
の
指
標
と
な
る
青
花
Ｅ

群
碗
・
皿
、
漳
州
窯
系
青
花
皿
類
の
出
土
も
、
未
報
告
資
料
の
抽
出
の
中
で
確

認
で
き
た
。
Ｃ
群
碗
・
皿
が
各
六
点
、
Ｅ
群
碗
が
一
〇
点
確
認
で
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
瀬
戸
六
期
以
降
も
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
は
機
能
し
て
い
た
こ

と
が
確
実
で
あ
る
。
遺
構
と
の
関
係
で
は
Ｃ
群
・
Ｅ
群
と
も
Ｓ
Ｄ
四
・
五
か
ら
出

土
が
み
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
同
溝
は
一
六
世
紀
後
半
ま
で
機
能
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
全
体
の
数
と
し
て
は
、
青
花
Ｃ
群
の
数
量
は
非
常

に
少
な
く
、
盛
期
で
あ
る
一
五
世
紀
中
葉
に
比
べ
る
と
衰
微
気
味
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
ら
青
磁
・
白
磁
・
青
花
各
碗
皿
の
出
土
状
況
か
ら
は
、
土
井
ノ
外
遺
跡

の
存
続
年
代
は
、
概
ね
瀬
戸
四
期
（
一
三
五
〇
～
一
四
二
〇
年
頃
）
か
ら
始
ま

り
、
瀬
戸
五
古
期
（
一
四
二
〇
～
一
四
六
〇
年
頃
）
～
五
新
期
（
一
四
六
〇
～

一
四
八
〇
年
）
に
か
け
て
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
六
期
（
一
五
世
紀
末
～
一
六
世
紀

前
半
）
以
降
は
衰
退
し
つ
つ
も
、細
々
と
継
続
す
る
、と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
改
め
て
表
に
戻
る
と
、
青
磁
奢
侈
品
（
盤
・
瓶
・
壺
・
袋
物
型
物
類
）

の
数
が
七
〇
点
に
の
ぼ
り
、
全
体
の
点
数
か
ら
見
て
も
一
割
を
超
え
る
比
率
を

占
め
る
。
前
稿
（
中
山
二
〇
二
一
Ａ
）
で
確
認
し
た
よ
う
に
、そ
の
中
に
は
、瓶
・

水
注
・
鉢
な
ど
列
島
で
の
類
例
が
限
ら
れ
る
希
少
な
破
片
が
多
く
、
そ
の
特
殊

性
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
青
花
大
皿
や
法
花
壺
、
褐
釉
磁
器
、
朝
鮮
象
嵌

梅
瓶
等
も
同
じ
く
希
少
な
遺
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
区

も
し
く
は
三
区
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
二
区
か
ら
は
香
炉
や
若
干
の
盤
が
出
土

し
て
い
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
一・
三
区
周
辺
に
、

会
所
等
の
室
礼
具
を
多
数
保
有
す
る
空
間
が
展
開
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

現
段
階
で
は
、
個
別
の
建
物
遺
構
の
ど
れ
が
会
所
遺
構
に
あ
た
る
か
、
等
に
つ
い

て
は
比
定
が
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
、
個
別
の
遺
構
出
土
の
遺
物
等
か
ら
空
間

復
元
を
検
討
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

出
土
遺
物
の
多
く
が
、
包
含
層
や
カ
ク
ラ
ン
層
か
ら
の
出
土
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
各
奢
侈
品
が
一
時
期
に
ど
の
程
度
併
存
し
て
い
た
か
は
担
保
で
き
な
い
が
、

確
認
で
き
た
希
少
な
遺
物
群
を
見
る
と
、
一・
三
区
に
は
唐
物
奢
侈
品
を
多
数

飾
り
立
て
る
空
間
が
か
つ
て
存
在
し
た
蓋
然
性
は
高
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
土

井
ノ
外
遺
跡
は
守
護
館
レ
ベ
ル
の
居
館
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
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さ
て
、
輸
入
陶
磁
器
は
、
全
国
各
地
の
中
世
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
年

代
の
物
差
し
と
し
て
共
通
の
編
年
が
利
用
で
き
る
点
で
、
利
用
価
値
が
高
い
。

一
方
で
、
食
器
と
し
て
の
耐
久
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
入
手
か
ら
廃
棄
ま
で
の
ス

パ
ン
が
長
期
間
に
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
少
点
数
の
輸
入

陶
磁
器
片
に
依
拠
し
た
遺
構
年
代
は
、
往
々
に
し
て
見
誤
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
素
焼
き
の
土
器
で
あ
る
土
師
器
は
、
も
ろ
く
汚
損
し
や
す
い
。
こ

の
た
め
、
一
度
か
ら
数
度
の
利
用
で
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
生
産
か
ら
廃

棄
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
が
短
い
。
生
産
年
代
と
廃
棄
年
代
が
ニ
ア
イ
コ
ー
ル
と
な
り
、

よ
り
正
確
な
遺
構
年
代
の
捕
捉
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
土
師
器
を
編
年
の
参
考
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
は
、
当
該
地
域

に
お
け
る
土
師
器
の
形
式
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
絶
対
年
代
に
当
て
は

め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
師
器
編
年
は
全
国
各
地
で
構
築
さ
れ
て
い

る
が
、
熊
本
県
下
に
お
い
て
は
、
中
世
前
期
こ
そ
美
濃
口
雅
朗
氏
に
よ
り
設
定

さ
れ
て
い
る
が
（
美
濃
口
一
九
九
四
）、
中
世
後
期
に
つ
い
て
は
未
編
成
で
あ
る
。

さ
ら
に
土
師
器
は
在
地
性
が
強
く
、
旧
国
単
位
（
現
在
の
県
レ
ベル
）
で
も
地
域

ご
と
の
差
異
が
顕
著
で
、
比
較
検
討
が
難
し
い
。
本
研
究
に
お
い
て
、
取
り
上

げ
た
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
土
師
器
の
形
状
も
、
筆
者
が
日
常
的
に
調
査
研
究

に
携
わ
っ
て
い
る
天
草
地
域
の
土
師
器
と
は
、
全
く
形
状
が
異
な
っ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
中
世
後
期
に
お
け
る
土
師
器
の
生
産
と
流
通
は
、
支
配
勢
力
単
位
や
平

野
ご
と
な
ど
の
地
理
的
単
位
、
あ
る
い
は
都
市
・
集
落
単
位
の
、
ロ
ー
カ
ル
で
完

結
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、出
土
土
師
器
の
検
討
を
通
じ
て
。

菊
池
地
域
に
お
け
る
中
世
後
期
の
編
年
案
を
提
示
し
た
い
。

二　

出
土
土
師
器
の
分
析

(

一
）出
土
土
師
器
坏
の
特
徴
と
分
類

　

報
告
書
（
熊
本
県
教
委
二
〇
〇
九
）
に
掲
載
さ
れ
た
土
師
器
の
点
数
は

三
七
二
点
で
、
輸
入
陶
磁
器
報
告
数
四
〇
点
の
九
倍
強
で
あ
る
。
土
師
器
は
破

片
に
な
る
と
実
測
に
耐
え
な
い
資
料
も
多
い
た
め
、
未
報
告
資
料
分
は
コ
ン
テ
ナ

に
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
収
蔵
状
況
を
瞥
見
し
た
印
象
か
ら
、
輸
入
陶
磁
器

の
総
点
数
六
六
五
点
に
対
し
て
、
土
師
器
破
片
の
点
数
総
数
は
報
告
書
比
率
で

あ
る
九
倍
以
上
、
点
数
と
し
て
一
万
点
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
の
出
土

遺
物
と
し
て
擂
鉢
な
ど
の
瓦
質
土
器
も
多
数
あ
る
が
、
出
土
遺
物
の
大
多
数
を

土
師
器
が
占
め
る
傾
向
は
確
か
で
あ
る
。

　

土
師
器
は
、
概
ね
口
径
一
〇
～
一
二㎝
ほ
ど
の
坏
、
口
径
七
～
九㎝
ほ
ど
の
小

皿
の
二
種
類
が
あ
り
、
中
世
後
期
の
各
地
の
傾
向
に
整
合
し
て
い
る
。
今
回
は
、

器
形
の
特
徴
が
把
握
し
や
す
い
坏
の
特
徴
を
中
心
に
分
析
を
行
い
、
遺
構
出
土
の

土
師
器
を
抽
出
し
変
化
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
と
す
る
。
隈
府
土
井
ノ
外
遺

跡
で
は
、
文
献
記
録
と
対
比
で
き
る
土
層
な
ど
絶
対
年
代
の
手
が
か
り
に
乏
し

い
の
が
実
状
だ
が
、
共
判
す
る
輸
入
陶
磁
器
や
広
域
流
通
品
（
備
前
焼
擂
鉢
等
）

な
ど
を
参
考
に
相
対
年
代
を
推
定
し
た
い
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
大
友
氏
館
跡
や

大
内
氏
館
跡
な
ど
の
よ
う
に
、
周
辺
地
域
も
含
め
た
多
数
の
発
掘
調
査
を
経
て
、

一
括
性
の
強
い
遺
構
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
素
材
に
、
器
形
の
連
続
性
や
セ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
編
年
を
構
築
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
は

一
度
の
調
査
し
か
経
て
い
な
い
た
め
、
良
好
な
遺
構
が
少
な
く
資
料
的
制
約
が

多
い
。
牽
強
付
会
と
の
批
判
は
覚
悟
の
上
で
、
そ
れ
で
も
、
一
応
の
編
年
案
を

提
示
し
て
お
く
こ
と
は
今
後
の
菊
池
一
族
に
関
係
す
る
遺
跡
調
査
の
発
展
の
た
め
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に
無
為
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
議
論
の
基
礎
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

図
三
は
、
豊
後
大
友
氏
館
跡
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
の
系
統
分
類
図
で
あ
る

（
長
二
〇
一
一
Ａ
）。
中
世
前
期
か
ら
続
く
断
面
箱
型
の
在
地
系
土
師
器
の
Ａ
系

統
、
工
具
を
使
用
し
た
同
心
円
状
の
内
面
の
調
整
が
特
徴
的
な
Ｂ
系
統
、
さ
ら

に
京
都
の
儀
礼
受
容
を
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
回
転

台
を
用
い
な
い
手
づ
く
ね
に
よ
る
「
京
都
系
土
師
器
」
の
Ｃ
系
統
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
土
師
器
は
、
時
期
的
変
遷
に
よ
り
消
長
が
あ
り
、
一
四
世
紀

代
か
ら
一
五
世
紀
末
ま
で
Ａ
系
統
土
師
器
が
主
体
で
あ
る
が
、
一
五
世
紀
末
に

Ｂ
系
統
土
師
器
が
こ
れ
を
駆
逐
し
、
さ
ら
に
一
六
世
紀
初
頭
に
Ｃ
系
統
土
師
器

が
導
入
さ
れ
、
一
六
世
紀
代
は
Ｂ
系
統
と
Ｃ
系
統
が
併
存
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
に
器
形
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
図
四
・
五
）（
長

二
〇
一
五
・二
〇
一
八
ほ
か
）。
こ
れ
に
政
治
的
な
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
山
口
の
大

内
氏
関
連
地
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
内
式
土
師
器
が
加
わ
る
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
図
三
に
見
ら
れ
る
Ａ
系
統
土
師
器
は
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
多
様
だ
が
、

こ
れ
に
よ
く
類
似
し
た
も
の
が
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ

の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
当
時
、
地
域
を
越
え
た
土
師
器
の
普
遍
性
が
あ
っ

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
も
坏

Ａ
類
と
位
置
付
け
て
お
こ
う
。
坏
Ａ
類
に
は
、
口
径
と
底
径
の
差
が
少
な
く
体
部

が
内
湾
し
て
立
ち
上
が
る
タ
イ
プ
（
Ａｅ
）、
体
部
が
直
線
的
に
開
く
タ
イ
プ
（
Ａ

ｈ
）
な
ど
が
見
ら
れ
（
図
六
上
）、
さ
ら
に
口
縁
部
形
状
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョン
が
見

ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
小
皿
も
類
型
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
菊
之
城

跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
中
世
前
期
土
師
器
の
系
譜
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
捉
え

ら
れ
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
特
徴
的
な
土
師
器
も
見
ら
れ
る
。
体

部
の
中
ほ
ど
が
強
く
外
へ
屈
曲
し
、
外
面
に
明
瞭
な
ナ
デ
の
痕
跡
が
残
る
土
師
器

坏
が
そ
れ
で
あ
り
、本
稿
で
は
坏
Ｂ
類
と
す
る（
図
六
下
）。
こ
の
種
の
土
師
器
は
、

土
師
器
を
一
括
廃
棄
し
た
土
器
だ
ま
り
遺
構
で
あ
る
、
Ｓ
Ｋ
八
・
九
・一
〇
、
Ｓ

Ｋ
一
一
六
・一
一
七
や
溝
遺
構
Ｓ
Ｄ
一
八
な
ど
で
数
多
く
出
土
し
て
お
り
、
隈
府

土
井
ノ
外
遺
跡
の
土
師
器
の
主
体
を
占
め
る
。
ま
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
焼
成
状

況
に
よ
る
変
化
も
看
取
さ
れ
る
。
器
形
が
似
て
い
る
が
細
部
に
違
い
が
あ
る
坏
Ｂ

ｒ
と
Ｂｓ
の
先
後
関
係
の
把
握
が
重
要
に
な
ろ
う
。
な
お
坏
Ｂ
ｆ
は
在
来
系
の
Ａ

類
に
位
置
付
け
る
方
が
妥
当
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
胎
土
・
焼
成
の
状
況
、

見
込
み
の
盛
り
上
が
り
方
な
ど
に
Ｂｓ
と
の
接
点
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
た

め
、
ひ
と
ま
ず
Ｂ
類
に
位
置
付
け
て
お
き
た
い
。

(

二
）坏
Ｂ
類
の
変
化

　

坏
Ｂｒ
と
坏
Ｂｓ
は
共
に
体
部
が
大
き
く
折
れ
る
器
形
が
共
通
し
て
い
る
が
、

異
な
る
点
も
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
胎
土
・
焼
成
に
つ
い
て
、
Ｂｒ
は
硬
質
焼
成
で

堅
緻
な
が
ら
、内
外
器
面
に
凹
凸
が
び
っ
し
り
と
み
ら
れ
る
例
が
多
い
。
こ
れ
は
、

Ｂｒ
の
胎
土
が
や
や
粗
い
た
め
に
発
生
し
た
現
象
の
可
能
性
が
あ
り
、
見
込
み
に
ヒ

ビ
割
れ
や
糸
切
り
底
面
に
穴
状
の
窪
み
が
確
認
さ
れ
る
事
例
も
多
い
。
ま
た
、
外

側
屈
曲
点
に
対
応
す
る
内
器
面
の
変
化
点
に
明
確
な
稜
が
見
ら
れ
る
例
が
多
く
、

こ
の
た
め
口
縁
部
は
鍔
状
の
受
け
縁
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
見
込
み
部
分

は
、
ボ
タ
ン
状
に
盛
り
上
が
る
も
の
と
盛
り
上
が
り
が
な
い
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ

が
あ
る
が
、
特
に
見
込
み
が
盛
り
上
が
ら
な
い
タ
イ
プ
に
、
見
込
み
部
の
焼
成
ム

ラ
が
看
取
で
き
る
。
焼
成
時
に
何
ら
か
の
物
質
を
見
込
み
に
載
せ
て
焼
い
た
た

め
に
発
生
し
た
焼
け
ム
ラ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
備
前
焼
の「
ボ
タ
モ
チ
」

的
な
も
の
で
あ
る
（
図
六
Ｂｒ
写
真
）。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
坏
Ｂｓ
は
、
不
純
物
の
少
な
い
胎
土
の
た
め
、
器
面
の
凹
凸
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図 3　大友氏館跡出土土師器の系統分類図図 4　大友氏館跡土師器編年と当主の関係図

図 5　大友氏館跡出土土器変遷図
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が
少
な
く
、
焼
成
は
Ｂｒ
よ
り
は
軟
質
で
橙
色
の
も
の
が
多
い
。
底
面
の
窪
み
は

少
な
く
、
見
込
み
は
ボ
タ
ン
状
に
盛
り
上
が
る
タ
イ
プ
が
多
い
。
そ
の
際
、
凸

部
の
周
縁
に
ヘ
ラ
で
刻
ん
だ
圏
線
が
二
、三
周
廻
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
特
徴
は
、

同
じ
焼
成
の
小
皿
で
も
特
徴
的
で
、
坏
Ｂｓ
と
セ
ッ
ト
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
外
側
屈
曲
部
に
対
応
す
る
内
器
面
の
屈
曲
は
な
だ
ら
か
で
、
稜
の

強
い
Ｂｒ
と
異
な
っ
て
い
る
。
器
高
は
Ｂｒ
の
方
が
全
般
的
に
低
い
。

　

坏
Ｂ
ｆ
は
、
体
部
が
朝
顔
状
に
外
に
向
か
っ
て
反
り
な
が
ら
開
く
。
器
高
が
高

い
反
面
、
底
径
は
や
や
小
さ
い
。
黒
色
の
煤
も
し
く
は
使
用
の
汚
れ
が
付
着
し

て
い
る
も
の
が
多
い
た
め
、
胎
土
や
焼
成
色
が
不
分
明
な
も
の
が
少
な
か
ら
ず

あ
る
が
、
概
ね
橙
色
も
し
く
は
褐
色
で
あ
る
も
の
が
主
流
で
あ
る
。
見
込
み
は

盛
り
上
が
る
も
の
と
フ
ラ
ッ
ト
の
も
の
が
あ
る
。
外
面
に
強
い
ナ
デ
が
見
ら
れ
る

も
の
が
あ
り
、
橙
色
の
色
調
か
ら
坏
Ｂｒ
に
類
似
し
て
お
り
、
坏
Ｂ
に
分
類
し
た
。

　

報
告
書
掲
載
の
坏
に
つ
い
て
、
出
土
遺
構
ご
と
に
各
分
類
の
平
均
値
を
表
に
し

た
も
の
が
表
三
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
参
考
例
と
し
て
菊
之
城
跡
ト
レ
ン
チ
一
包
含

層
出
土
の
平
均
値
を
付
し
た
。
菊
之
城
跡
の
ト
レ
ン
チ
出
土
土
師
器
は
、
包
含

層
で
あ
る
の
で
概
ね
一
三
世
紀
頃
と
、
お
お
ざ
っ
ぱ
な
年
代
し
か
言
及
で
き
な
い

が
、
口
径
一
二
．
九
八㎝
、
底
径
九
．
六
二㎝
、
器
高
三
．
四
五㎝
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
、
Ｓ
Ｋ
一
〇
の
坏
二
六
点
の
平
均
値
は
、
口
径
一
〇
．

六
八
㎝
、
底
径
六
．
〇
九
㎝
、
器
高
二
．
六
二㎝
を
測
る
。
器
高
に
つ
い
て
は
坏

Ｂ
ｆ
の
よ
う
に
高
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
一
概
に
言
え
な
い
が
、
中
世
後
期
の
平

均
は
前
期
の
土
師
器
よ
り
口
径
・
底
径
と
も
二
、三㎝
小
さ
く
な
る
も
の
と
理
解

で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
中
世
後
期
に
は
土
師
器
坏
は
小
型
化
の
傾
向
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
全
国
的
に
共
通
し
て
い
る
。

　

坏
Ｂｒ
は
主
に
Ｓ
Ｄ
一
八
か
ら
多
く
出
土
し
て
お
り
、
出
土
二
二
点
の
平
均
は
、

上
か
ら
口
径
・
底
径
・
器
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
、
一
一
．
二
一㎝
、
六
．
七
〇
㎝
、

計測点数 口径 底径 器高 備考
菊之城跡トレンチ1包含層 24点 12.98 9.62 3.45 13世紀頃・参考値
SD33　坏Ae（内湾） 8点 11.12 8.01 2.83
SD33　坏Bf（深端反） 1点 11.00 6.20 3.40
SD33　坏Br(腰折/凹凸） 1点 11.81 6.00 2.50
SD18　坏Br(腰折/凹凸） 22点 11.21 6.70 2.55
SD18　坏Ah（逆ハ字） 6点 11.41 6.95 3.06
SD121　坏Bｓ（腰折/滑らか） 15点 11.55 6.38 2.98
SD121　坏Bf（深端反） 5点 10.90 5.94 3.43
SD121　坏Ae（内湾） 1点 10.80 8.00 3.30
SD85　坏Bf（深端反） 1点 10.80 6.10 3.60
SD85　坏Ae（内湾） 6点 10.71 7.50 2.89
SK8　坏Bs（腰折/滑らか） 36点 10.37 5.91 2.66
SK9　坏Bs（腰折/滑らか） 14点 10.82 6.22 2.75
SK10　坏Bs（腰折/滑らか） 26点 10.68 6.09 2.62
SK116　坏　大内系？ 1点 12.80 4.20 3.50
SK116　坏Bs大型（腰折/滑らか） 1点 13.40 7.50 3.70
SK116　坏Bs（腰折/滑らか） 20点 10.52 5.91 2.80
SK117　坏Bs（腰折/滑らか） 1点 10.80 6.10 3.00
SD186　坏Ah（逆ハ字） 4点　 11.92 6.80 3.57
SD186　坏Bf（深端反） 9点 11.33 6.33 3.60
SD186　坏Br(腰折/凹凸） 1点 12.30 7.20 3.20
SD272　坏Ah（逆ハ字） 2点 12.65 8.45 3.15
SD99　坏Bｆ（深端反） 1点 10.80 5.50 3.10

表3　隈府土井ノ外遺跡出土土師器坏の遺構・分類ごとの平均法量値一覧　単位＝㎝表 3　隈府土井ノ外遺跡出土土師器坏の遺構・分類ごとの平均法量値一覧　単位＝㎝
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図 6　隈府土井ノ外遺跡出土土師器分類案

坏Ａ類

坏B類
Ｂr

Ae

Aeh

Ah

Ahh

Ｂs

坏Ｂr

Ｂf

・口径と底径の差が少ない
・体部が内湾気味に立ち上がり口縁部は直立
・胎土は桃色が多く、赤色粒を含む

・腰部で強く折れ曲がる
・外部は強いナデ
・見込みの中央がボタン状に盛り上がる
  か、見込みの際に沈線が入るもの多
・屈折部の内器面側はなだらか
・胎土は橙色で、焼成良好のもの多

・腰部で強く折れ曲がる
・口径は Bｓより広く、器高は高め
・外部は強いナデ
・見込みは盛り上がらずフラット
・屈折部の内器面側は稜が明瞭
・胎土は砂粒が多く、焼成が高度の
　ためか器面が荒れ、凹凸がある。

・体部は直線的に開く
・体部の器厚が一定
・器高が高い
・底径が小さい
・見込みは中央部が盛り上がるか
　際に沈線が入るものが多
・胎土は良好で、橙色系多

・逆ハ字形に開く器形
・体部が直線的に立ち上がる
・胎土は褐色形で、金雲母を含むもの多い

・逆ハ字形に開く器形
・体部は腰部でやや張り、口縁は端反
・胎土は褐色形で、金雲母を含むものあり

・口径と底径の差が少ない
・体部は端反器形になる
・胎土はベージュ系。出土数少ない。

SD33 出土

SK8 出土SD18 出土 SD121 出土

SD272 出土 SD186 出土

坏Ｂs

SD18 出土
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図 7　土師器出土主要遺構配置図
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二
．
五
五㎝
と
な
っ
て
い
る
。
坏
Ｂｓ
は
Ｓ
Ｋ
八
・
九
・一
〇
・一
一
六
・一
一
七
の
土

器
一
括
廃
棄
遺
構
か
ら
主
に
出
土
し
て
い
る
。
遺
構
と
し
て
Ｓ
Ｋ
一
一
六
は
Ｓ
Ｋ

八
に
、
Ｓ
Ｋ
一
一
七
は
Ｓ
Ｋ
九
に
そ
れ
ぞ
れ
切
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
Ｓ
Ｋ

一
一
六
・一
一
七
が
Ｓ
Ｋ
八
な
ど
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。
坏
が
一
点
し
か
出

土
し
て
い
な
い
Ｓ
Ｋ
一
一
七
以
外
の
複
数
平
均
値
は
、
Ｓ
Ｋ
八
は
三
六
点
で
一
〇
．

三
七㎝
、
五
．
九
一㎝
、
二
．
六
六㎝
。
Ｓ
Ｋ
九
は
一
四
点
で
一
〇
．
八
二㎝
、
六
．

二
二㎝
、二
．
七
五㎝
。
Ｓ
Ｋ
一
〇
で
は
二
六
点
で
一
〇
．
六
八㎝
、六
．
〇
九㎝
、二
．

六
二㎝
。
Ｓ
Ｋ
一
一
六
は
二
〇
点
で
一
〇
．
五
二㎝
、
五
．
九
一㎝
、
二
．
八
〇㎝

を
測
る
。
Ｓ
Ｋ
八
・
九
・一
〇
と
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六
の
数
値
に
は
、
若
干
Ｓ
Ｋ
一
一
六

の
方
が
器
高
が
高
い
も
の
の
、
他
に
顕
著
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。

　

坏
Ｂｒ
と
坏
Ｂｓ
で
は
、
口
径
・
底
径
は
坏
Ｂｒ
が
一
回
り
大
き
く
、
逆
に
高

さ
は
坏
Ｂｒ
の
方
が
や
や
低
い
と
捉
え
ら
れ
る
。
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
坏
Ｂｒ
は
、

坏
Ｂｓ
を
上
か
ら
押
し
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
と
言
え
よ
う
か
。
そ
の
先
後

関
係
の
推
定
は
、
共
伴
遺
物
も
加
味
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
次
節
で
考

え
る
こ
と
と
し
よ
う
。

（
三
）共
判
事
例
の
抽
出

　

次
に
各
遺
構
の
廃
絶
年
代
の
検
討
か
ら
土
師
器
の
年
代
観
を
考
え
る
。
本
来

で
あ
れ
ば
、
短
期
間
で
遺
構
が
形
成
さ
れ
廃
絶
し
た
遺
構
を
抽
出
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
は
Ｓ
Ｋ
八
や
Ｓ
Ｋ
一
一
六
な
ど
に
限
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
次
い
で
土
師
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
各

溝
遺
構
（
Ｓ
Ｄ
）
も
対
象
と
し
て
分
析
を
進
め
た
い
。
本
来
、
溝
遺
構
は
利
用

期
間
が
数
十
年
に
も
わ
た
る
可
能
性
が
あ
り
、
廃
絶
の
作
法
も
徐
々
に
埋
ま
っ
て

い
く
場
合
と
一
気
に
埋
め
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
、
こ
の
点
は
現
地
で
土
層
の
堆

積
か
ら
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
研
究
で
は
言
及
で
き
な
い
。
各
溝
か
ら

出
土
し
た
輸
入
陶
磁
器
を
見
る
と
、
複
数
の
形
式
破
片
が
確
認
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
、
そ
の
場
合
は
最
も
新
し
い
遺
物
を
廃
絶
年
代
の
参
考
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。
以
上
の
点
に
留
意
し
て
、
各
遺
構
の
土
師
器
と
共
伴
遺
物
の
関
係
を

類
推
す
る
。
遺
構
の
位
置
は
図
七
を
参
照
さ
れ
た
い
。

●
Ｓ
Ｄ
八
五
・一
二
一
（
図
八
・
九
・一
一
）

　
一
区
中
央
部
に
位
置
し
、
主
要
な
掘
立
柱
建
物
跡
群
を
区
画
す
る
よ
う
に
約

二
〇
ｍ
ほ
ど
南
北
に
走
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
八
五
・一
二
一・
二
三
九
と
三
つ
の
遺
構

番
号
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
一
本
の
溝
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
熊
本

県
教
委
二
〇
〇
九
）。
輸
入
陶
磁
器
は
、
Ｓ
Ｄ
八
五
か
ら
無
鎬
蓮
弁
文
碗
（
Ⅴ

―
一
類
）
と
見
込
み
に
梅
月
文
を
描
く
青
花
碗
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
種
の

青
花
碗
は
、
一
四
五
九
年
に
失
火
で
廃
絶
し
た
と
さ
れ
る
首
里
城
京
の
内
跡
Ｓ

Ｋ
〇
一
に
含
ま
れ
て
お
り
（
図
一
〇
）、
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
該
遺
構
の
廃
絶
は

一
五
世
紀
の
第
三
四
半
期
頃
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。
土
師
器
は
深
皿
形
坏
Ｂ

ｆ
や
屈
折
良
胎
の
坏
Ｂｓ
、
内
湾
す
る
坏
Ａｅ
を
主
体
と
す
る
が
、
坏
Ｂｒ
も
数

点
含
ま
れ
て
い
る
。

●
Ｓ
Ｄ
三
三
（
図
一
二・一
三
）

　
一
区
南
西
部
の
溝
で
、
Ｓ
Ｄ
二
九
と
並
走
す
る
。
長
さ
約
四ｍ
分
が
残
っ
て
い

る
が
、
南
側
の
延
長
は
攪
乱
層
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

　

出
土
遺
物
は
内
湾
の
坏
Ａｅ
が
八
点
あ
り
主
体
と
な
る
。
口
径
の
平
均
値
は

一
一
．
一
二㎝
、底
径
の
平
均
値
が
八
．
〇
一㎝
で
、口
径
と
底
径
の
差
が
少
な
い
。

見
込
み
の
ボ
タ
ン
状
の
盛
り
上
が
り
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
他
の
坏
は
、
坏
Ｂ
ｆ

と
坏
Ｂｒ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
確
認
で
き
る
。
共
判
遺
物
が
少
な
く
、
わ
ず

か
に
未
報
告
の
資
料
に
中
国
天
目
碗
破
片
が
あ
る
が
、
遺
構
単
体
で
の
年
代
推
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図 9　SD85 出土土師器・共伴遺物

図 10　首里城京の内跡
　　　梅月文青花碗

図 11　SD85・121 遺構図

図 12　SD33 遺構図

図 8　SD121 出土土師器・共伴遺物

図 13　SD33 出土土師器・共伴遺物
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定
は
難
し
い
。

●
Ｓ
Ｄ
一
八
（
図
一
四
・一
五
）

　
一
区
北
西
部
に
位
置
す
る
溝
遺
構
。
約
七ｍ
分
が
残
っ
て
お
り
、
溝
の
西
側
肩

部
に
石
敷
状
の
不
明
遺
構
Ｓ
Ｘ
一
一
二
が
付
属
し
て
い
る
。

屈
折
す
る
坏
は
、
す
べ
て
坏
Ｂｒ
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
坏
Ｂｓ
は
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
№
三
五
は
ボ
タ
ン
状
の
見
込
や
胎
土
が
坏
Ｂ
ｓ
に
類
似
す
る
。

№
三
一・
三
二・
三
四
・
三
六
・
三
七
は
坏
Ａ
ｈ
で
い
ず
れ
も
褐
色
系
の
胎
土
で
、

中
世
前
期
か
ら
の
系
譜
を
引
き
継
ぐ
タ
イ
プ
の
坏
で
あ
る
。
一
部
に
は
金
雲
母

を
含
む
も
の
が
あ
る
。
№
三
五
は
判
断
に
迷
っ
た
が
、
器
形
か
ら
坏
Ａ
ｈ
グ
ル
ー

プ
に
含
め
る
。

報
告
書
に
釉
だ
ま
り
を
持
つ
中
国
天
目
碗
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
未
報

告
の
遺
物
に
、
内
面
口
縁
部
に
雷
文
帯
を
有
す
る
青
花
端
反
碗
の
破
片
が
あ
る

（
写
真
）。
大
き
く
一
五
世
紀
中
葉
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

●
Ｓ
Ｋ
八
・
九
・一
〇
（
図
一
六
・一
八
～
二
一
）

　
Ｓ
Ｋ
八
と
九
・一
〇
は
、
多
数
の
土
器
が
出
土
し
た
土
器
だ
ま
り
遺
構
で
、
一

区
南
西
部
、Ｓ
Ｄ
三
三
の
付
近
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。Ｓ
Ｋ
八
は
長
軸
〇
．八
四㎝・

短
軸
〇
．
六
八㎝
の
円
形
土
坑
で
、
よ
り
古
い
土
器
だ
ま
り
遺
構
Ｓ
Ｋ
一
一
七
を

切
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
Ｓ
Ｋ
九
・一
〇
（
同
一
の
遺
構
）
は
、
よ
り

古
い
土
器
だ
ま
り
Ｓ
Ｋ
一
一
六
を
切
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｋ
一
一
七

と
Ｓ
Ｋ
八
の
土
師
器
、
同
じ
く
Ｓ
Ｋ
一
一
六
と
Ｓ
Ｋ
九
・一
〇
の
土
師
器
に
は
先

後
関
係
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｋ
八
・
九
・
一
〇
の
い
ず
れ
も
、
坏
は
Ｂ
ｓ
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
が
、

Ｓ
Ｋ
八
で
は
三
点
（
№
四
四
・
五
七
・
六
二
）、
Ｓ
Ｋ
九
で
は
一
点
（
№
二
五
）、

Ｓ
Ｋ
一
〇
で
も
一
点
（
№
一
三
）
と
そ
れ
ぞ
れ
、
坏
Ｂｒ
が
確
認
で
き
た
。
Ｓ
Ｋ

一
一
七
の
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
が
難
点
だ
が
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六
・一
一
七
は
す
べ

て
坏
Ｂｓ
で
、
坏
Ｂｒ
は
含
ま
れ
な
い
た
め
、
Ｓ
Ｋ
八
等
の
廃
棄
時
点
が
、
坏
Ｂｓ

か
ら
Ｂｒ
への
変
遷
の
過
渡
期
に
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

　

Ｓ
Ｋ
八
・
九
・
一
〇
出
土
遺
物
は
、
ほ
ぼ
土
師
器
で
占
め
ら
れ
る
が
、
唯
一
、

Ｓ
Ｋ
九
か
ら
龍
泉
窯
青
磁
が
一
点
出
土
し
て
い
る
（
№
三
八
）。
こ
の
青
磁
は
、

高
台
付
近
し
か
な
い
破
片
で
、
素
地
・
釉
層
と
も
分
厚
い
。
外
底
は
蛇
の
目
釉

剥
ぎ
で
、
釉
色
は
水
色
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
一
五
世
紀
代
の
青
磁
で
あ
る
が
、

報
告
書
で
は
碗
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
器
形
か
ら
皿
と
判
断
さ
れ
る
。
見
込

み
お
よ
び
残
存
の
外
面
は
無
文
で
あ
る
。
高
台
付
近
か
ら
わ
ず
か
に
腰
折
れ
し

て
立
ち
上
が
る
屈
曲
が
認
め
ら
れ
る
。
沖
縄
分
類
で
は
皿
Ⅴ
―
〇
・
三
類
と
さ

れ
、
腰
部
部
位
の
径
が
お
お
よ
そ
一
一
．
四
㎝
を
計
測
す
る
た
め
、
大
ぶ
り
の

タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
欠
損
し
て
い
る
口
縁
付
近
で
は
八
角
形
を
呈
す

る
可
能
性
も
あ
る
。
無
文
の
腰
折
皿
Ⅴ
―
〇
類
は
、
瀬
戸
四
期
（
一
三
五
〇
～

一
四
二
〇
年
）
か
ら
現
れ
る
が
、
当
該
期
は
か
な
り
長
め
の
期
間
で
あ
り
、
実

際
に
は
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六
と
の
関
係
か
ら
、
や
や
新
し
く
見
て
一
五
世
紀
前
半
頃
と

し
て
お
く
。

●
Ｓ
Ｋ
一
一
六
・一
一
七
（
図
一
七
・二
二・二
四
）

　
Ｓ
Ｋ
一
一
六
は
Ｓ
Ｋ
九
・一
〇
に
よ
っ
て
切
ら
れ
、
Ｓ
Ｋ
一
一
七
は
Ｓ
Ｋ
八
に
よ
っ

て
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
土
師
器
の
廃
棄
土
坑
で
あ
り
、
隈
府
土

井
ノ
外
遺
跡
で
は
他
に
土
器
だ
ま
り
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
土
器
の

処
分
場
所
が
定
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
Ｓ
Ｋ
一
一
六
は
小
皿
二
〇
点
、
坏
二
三
点
が
出
土
し
て
お
り
、
ま
た
一
点
の
み

口
径
三
．
二㎝
の
極
小
小
皿
が
あ
る
（
№
一
）。
坏
二
三
点
の
う
ち
、
二
一
点
は
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図 15　SD18 出土土師器・共伴遺物

図 18　SK8 出土土師器１

図 16　SK8、SK9・10 遺構図

図 17　SK116、SK117 遺構図

図 14　SD18 遺構図
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坏
Ｂｓ
で
胎
土
が
良
質
な
も
の
が
多
い
。
見
込
み
に
ボ
タ
ン
状
の
盛
り
上
が
り
が

あ
る
も
の
は
、
ボ
タ
ン
部
外
周
に
沈
線
が
廻
る
も
の
が
あ
る
。
№
二
三
は
特
徴
は

坏
Ｂｓ
に
等
し
い
が
、
口
径
一
三
．
四㎝
・
底
径
七
．
五㎝
・
器
高
三
．
七㎝
と
通

常
の
坏
Ｂｓ
よ
り
一
回
り
大
き
い
。
極
小
皿
の
存
在
と
あ
わ
せ
、
法
量
の
差
は
興

味
深
い
。
№
二
二
は
、
他
に
類
例
の
な
い
特
殊
な
器
形
で
、
口
径
は
一
二
．
八㎝

を
測
る
の
に
対
し
、
底
径
は
わ
ず
か
に
四
．
二㎝
に
過
ぎ
な
い
。
器
壁
は
薄
く
、

体
部
が
緩
や
か
に
大
き
く
開
き
、
全
体
的
に
内
湾
気
味
な
が
ら
直
線
的
に
立
ち

上
が
る
。
総
じ
て
、
ナ
デ
が
丁
寧
で
あ
る
。
色
調
は
淡
い
桃
色
で
あ
る
。
隈
府

土
井
ノ
外
遺
跡
の
土
師
器
坏
と
し
て
は
非
常
に
特
異
で
、
他
に
同
様
の
土
師
器

は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
搬
入
土
器
の
可
能
性
を
考
え
、
類
例
を

探
索
し
た
と
こ
ろ
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
山
口
県
の
大
内
館
跡
で
設
定
さ

れ
て
い
る
大
内
Ⅱ
Ａ
式
の
坏
に
も
っ
と
も
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
（
図
二
三
）。

た
だ
し
大
内
館
跡
の
土
師
器
皿
は
白
色
土
器
が
多
い
た
め
、
色
調
が
適
合
す
る

か
は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
大
内
館
跡
そ
の
も
の
で
は
な
く
周
辺
の
町
家

等
で
用
い
ら
れ
た
タ
イ
プ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
あ
た
り
未
確
認
で
、
今
後
の

課
題
で
あ
る
。
な
お
、
北
島
大
輔
氏
の
編
年
に
よ
れ
ば
、
大
内
Ⅱ
Ａ
式
は
一
四

世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
前
半
に
該
当
す
る
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六

も
一
応
、
そ
の
時
期
と
し
て
お
き
た
い
。
Ｓ
Ｋ
一
一
七
か
ら
は
坏
は
Ｂｓ
一
点
の

み
の
出
土
で
、
年
代
決
定
に
資
す
る
共
伴
資
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
Ｓ
Ｋ

八
と
Ｓ
Ｋ
九
・一
〇
に
よ
る
遺
構
の
改
変
状
況
を
見
る
と
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六
と
Ｓ
Ｋ

一
一
七
は
ほ
ぼ
同
一
時
期
の
遺
構
と
判
断
し
て
よ
い
も
の
と
思
う
。

●
Ｓ
Ｋ
五
八
・
五
九
（
図
二
五
・二
六
）

　

平
面
プ
ラ
ン
が
隅
丸
方
形
の
土
坑
。
い
ず
れ
も
長
片
が
東
西
に
長
く
、
Ｓ
Ｋ

五
八
は
掘
立
柱
建
物
跡
Ｓ
Ｂ
一
二
の
、
Ｓ
Ｋ
五
九
は
Ｓ
Ｂ
九
一
の
南
側
に
平
行
し

て
検
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
四
・
五
や
Ｓ
Ｄ
八
五
・一
二
一
な
ど
と
は
直
交
す
る

向
き
に
な
る
。
出
土
土
師
器
は
少
な
い
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
耳
皿
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
報
告
書
で
は
Ｓ
Ｋ
五
九
で
青
磁
雷
文
碗
（
Ｖ
―
二
類
）
の
出
土
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
未
報
告
資
料
で
は
、
Ｓ
Ｋ
五
八
で
白
磁
Ｅ
群
皿
の
高
台
部
小

片
、
Ｓ
Ｋ
五
九
で
青
花
Ｃ
群
碗
の
破
片
（
写
真
）
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
い
ず
れ
も
瀬
戸
六
期
（
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
頃
）
の
遺
構
と

推
定
す
る
。
耳
皿
は
体
部
に
強
い
ナ
デ
痕
跡
が
線
状
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ

九
九
の
坏
Ｂ
ｆ
に
見
ら
れ
る
ナ
デ
に
類
似
す
る
よ
う
に
看
取
さ
れ
る
。

●
Ｓ
Ｄ
一
八
六
（
図
二
七
・二
八
）

　

調
査
区
二
区
で
検
出
さ
れ
た
溝
遺
構
で
、
九
〇
度
の
屈
曲
を
伴
う
溝
で
あ
る
。

出
土
土
師
器
は
、
坏
Ｂ
ｆ
が
九
点
、
胴
部
が
張
る
坏
Ａ
五
点
等
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
輸
入
陶
磁
器
で
は
、
端
反
青
磁
碗
・
雷
文
青
磁
碗
・
文
様
型
打
ち
の
雷

文
青
磁
碗
も
二
点
報
告
さ
れ
て
い
る
。
未
報
告
資
料
の
確
認
中
、
Ｓ
Ｄ
一
八
六

か
ら
出
土
し
た
備
前
焼
擂
鉢
と
青
磁
細
線
蓮
弁
文
碗
の
破
片
を
確
認
し
て
い
る

（
写
真
）。
こ
の
備
前
焼
擂
鉢
は
、
口
縁
部
が
直
立
化
し
つ
つ
「
く
」
の
字
に
内

傾
し
つ
つ
あ
る
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
乗
岡
実
氏
の
編
年
で
は
、
中
世
五

ｂ
期
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図
二
九
）。
乗
岡
編
年
で
は
中
世
五
ｂ

期
を
一
五
世
紀
末
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
代
は
、
瀬
戸
六
期
に
該
当
す
る
青
磁

細
線
蓮
弁
文
碗
破
片
と
矛
盾
は
な
い
。
Ｓ
Ｄ
一
八
六
は
、
一
五
世
紀
末
頃
の
廃

絶
と
推
定
し
て
お
く
。
な
お
、
Ｓ
Ｄ
一
八
六
の
坏
Ａ
ｈ
群
は
薄
手
で
灰
黄
色
に
近

い
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
図
二
八
―
№
二
四
は
、
や
や
器
高
が
高
い
が
、
器
壁

に
荒
れ
が
あ
り
、
見
込
み
が
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、
坏
Ｂｒ
で
あ
る
。
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図 19　SK8 出土土師器 2

図 20　SK9 出土土師器・共伴遺物

図 21　SK10 出土土師器

Br

Br

Br

Br

Br

Bs ( 点線以外）

Bs ( 点線以外）

Bs ( 点線以外）

青磁皿
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図 22　SK116 出土土師器

類似

北島 2010 より
図 24　SK117 出土土師器

図 26　SK58、SK59 出土土師器・共伴遺物

SK59 出土

青花稜花皿 青花C群碗

図 27　SD186 遺構図

図 23　大内ⅡA式土師器

図 25　SK58、SK59 遺構図

Bs

Bs

Bs（大口径）大内系か
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図 28　SD186 出土土師器・共伴遺物

図 29　備前焼擂鉢編年図

図 30　SD99 遺構図 /出土土師器・共伴遺物図 31　SD272 遺構図 /出土土師器・共伴遺物

乗岡 2000 より

Br

Bf

Aeh

Ahh

Bf

備前焼擂鉢

李朝雑釉

大内系

A系 A系
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●
Ｓ
Ｄ
九
九
（
図
三
〇
）

　

調
査
区
二
区
を
東
西
に
貫
く
大
型
の
溝
遺
構
。
報
告
書
で
は
、
一
区
を
南
北

に
走
る
Ｓ
Ｄ
四
・
五
と
接
続
す
る
と
確
認
さ
れ
て
お
り
、
屋
敷
地
を
区
画
す
る
大

溝
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
輸
入
陶
磁
器
は
青
磁
盤
や
朝
鮮
半
島
系
雑
釉
陶
器
、石
硯
等
と
と
も
に
、

端
反
の
青
花
Ｂ
一
群
皿
、
青
磁
Ⅵ
類
と
さ
れ
る
腰
折
稜
花
皿
が
出
土
し
て
い
る
。

遺
構
の
廃
絶
は
瀬
戸
六
期
（
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
頃
）
と
推
定
さ

れ
る
。
未
報
告
資
料
は
こ
れ
よ
り
古
い
年
代
の
破
片
が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
溝

か
ら
は
前
稿
で
報
告
し
た
茶
臼
が
出
土
し
て
い
る
。

　

出
土
土
師
器
は
少
な
い
が
、
一
点
確
認
さ
れ
て
い
る
坏
は
、
橙
色
系
で
外
面

に
強
い
ナ
デ
が
あ
る
。
体
部
は
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
。
見
込
み
は
盛
り
上
が

り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
中
央
部
は
渦
巻
状
の
回
転
痕
跡
が
あ
る
。
器
高
が
低

い
が
、
坏
Ｂ
ｆ
に
位
置
付
け
て
お
き
た
い
。
な
お
、
薄
手
で
体
部
が
開
き
、
器

高
が
き
わ
め
て
低
い
小
皿
№
一
は
、
類
例
の
少
な
い
白
色
系
の
胎
土
で
、
大
内
系

な
ど
搬
入
品
の
可
能
性
が
高
い
。
大
内
Ⅲ
Ｂ
式
に
実
測
図
が
類
似
す
る
小
皿
が

確
認
で
き
る
（
北
島
二
〇
一
〇
）。
大
内
Ⅲ
Ｂ
式
は
一
五
世
紀
末
に
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
矛
盾
が
な
い
。

●
Ｓ
Ｄ
二
七
二
（
図
三
一
）

　

二
区
の
北
西
に
南
北
に
走
る
溝
で
、
延
長
は
約
七ｍ
。
南
側
を
Ｓ
Ｄ
九
九
に
切

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
中
央
部
を
Ｓ
Ｋ
一
六
二
に
切
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
九
九
は
、
Ｓ
Ｄ

四
・
五
と
並
ん
で
、
屋
敷
地
の
基
盤
と
な
る
区
画
の
大
型
溝
で
あ
る
の
で
、
か
な

り
長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｄ
二
七
二
は
隈
府

土
井
ノ
外
遺
跡
の
中
で
も
、
初
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
遺
構
の
可
能
性
が
あ
る
。

出
土
し
た
坏
二
点
は
、
坏
Ａ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
坏
Ａｅ
ｈ
と
位
置
付

け
た
が
、
二
点
の
法
量
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
．
八
㎝
・
八
．
一㎝
・
三
．
〇
㎝
、

一
二
．
五㎝
・
八
．
八㎝
・
三
．
三㎝
で
あ
る
。
大
き
さ
か
ら
は
中
世
前
期
に
近

い
サ
イ
ズ
で
、
ま
た
唯
一
共
伴
す
る
輸
入
陶
磁
器
が
、
華
南
系
の
青
磁
で
兜
巾

状
の
高
台
の
破
片
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
同
安
窯
系
青
磁
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
状
況
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
二
七
二
の
土
師
器
は
一
四
世
紀
以
前
に
位
置
付
け
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
四
）土
師
器
編
年
の
設
定

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
溝
と
土
器
だ
ま
り
の
共
伴
遺
物
年
代
か
ら
、
土
師
器
編

年
を
図
三
二
の
と
お
り
設
定
し
た
。
重
ね
て
言
う
が
、
年
代
設
定
に
用
い
た
資

料
の
限
界
か
ら
、あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
で
、今
後
、新
資
料
の
増
加
と
共
に
、

全
く
様
相
が
変
容
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
、
一
四
世
紀
代
お
よ
び
一
六
世
紀
代
の
確
実
な
遺
構
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
ほ
ぼ
一
五
世
紀
代
の
中
で
の
変
遷
と
捉
え
た
。

　

在
来
系
土
師
器
で
あ
る
坏
Ａ
類
は
、
類
似
す
る
器
形
が
散
見
さ
れ
る
大
友

氏
館
跡
の
Ａ
系
統
土
器
を
参
考
に
す
べ
き
だ
が
、
長
直
信
氏
が
「
一
四
・
一
五

世
紀
の
坏
Ａ
の
形
態
は
極
め
て
多
様
性
に
富
」
み
、「
Ａ
期
中
頃
と
後
半
の
土
器

群
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
が
必
要
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
長

二
〇
一
五
）。
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
坏
Ａ
類
で
も
、
連
続
性
な
ど
の
把
握
に
至

ら
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
坏
Ｂ
類
を
主
体
と
し
て
設
定
し
た
。

　

未
報
告
資
料
も
含
め
て
、
土
師
器
の
破
片
は
大
多
数
を
通
覧
し
た
が
、
手
づ

く
ね
生
産
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
京
都
系
土
師
器
」
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
は
、
大
内
氏
や
大
友
氏
で
京
都
系
土
師
器
を
導

入
し
た
時
期
に
該
当
す
る
一
五
〇
〇
年
以
降
の
確
実
な
遺
構
が
無
い
こ
と
、
あ

る
い
は
菊
池
氏
が
京
都
系
土
師
器
の
導
入
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
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図 33　『宗五大艸紙』に見る式三献の配膳図

図 32　隈府土井ノ外遺跡土師器編年案
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理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
想
像
の
範
疇
で
あ
る
。
輸
入
陶
磁
器
に
は

一
六
世
紀
代
の
遺
物
が
い
く
ら
か
確
認
で
き
た
と
は
言
え
、
当
該
期
の
遺
構
の

存
在
が
全
く
不
明
で
あ
り
、
ま
た
一
六
世
紀
代
に
設
定
で
き
る
土
師
器
の
形
式

が
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
主
殿
・
会
所
の
機
能
が
別
の
空
間
に
移
転
し
た
こ

と
を
想
起
さ
せ
る
。
一
六
世
紀
に
入
る
と
、
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
の
菊
池

能
運
の
島
原
亡
命
か
ら
、
阿
蘇
武
経
や
大
友
重
治
ら
の
相
次
ぐ
家
督
継
承
な
ど

変
転
す
る
中
で
、
豪
奢
な
青
磁
唐
物
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
饗
応
に
よ
る
多
量
の
土

師
器
消
費
な
ど
で
殷
賑
を
極
め
た
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
も
、
政
治
中
枢
と
し
て

の
機
能
を
喪
失
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

三　

文
献
史
料
か
ら
み
る
土
師
器
使
用

（
一
）武
家
儀
礼
・
饗
宴
と
土
師
器

土
師
器
の
皿
や
坏
は
、戦
国
期
の
武
家
儀
礼
に
主
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
故
実
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
脇
田
一
九
九
七
）。
全
国
の
守
護

居
館
遺
跡
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
遺
跡
で
よ
く
見
ら
れ
る
土
師
器
の
大
量

出
土
、
と
り
わ
け
一
括
廃
棄
遺
構
の
存
在
は
、
こ
の
故
実
書
の
内
容
を
裏
付
け

て
い
る
。
居
館
の
主
殿
で
催
さ
れ
る
君
臣
の
身
分
確
認
儀
礼
「
式
三
献
」
か
ら
、

そ
れ
に
続
く
会
所
で
の
饗
応
・
酒
宴
に
至
る
ま
で
、
一
連
の
儀
礼
に
あ
っ
て
は
、

酒
の
器
と
し
て
も
肴
の
皿
と
し
て
も
、
主
に
土
師
器
皿
坏
が
使
用
さ
れ
て
お
り

（
図
三
三
）、
そ
の
使
用
実
態
は
、
特
に
朝
倉
氏
や
三
好
氏
な
ど
の
大
名
屋
敷
へ

の
将
軍
御
成
時
に
詳
細
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（
塙
二
〇
一
三
）。
守
護
居
館
は
、
幕
府
の
御
所
空
間
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
建
物

の
配
置
や
機
能
を
寄
せ
た
造
り
に
な
っ
て
お
り
、ま
た
、そ
こ
で
行
わ
れ
る
儀
礼
・

行
事
も
セ
ッ
ト
で
模
倣
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
ひ
っ
く
る
め
て
空
間
ご
と
導
入
を
図
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
れ
に
よ
り
武
家
棟
梁
の
権
威
を
自
地
域
に
重
ね
、
領

国
経
営
を
正
当
化
す
る
依
り
代
と
し
た
の
で
あ
る
。

破
損
や
汚
れ
の
付
着
な
ど
に
よ
り
役
割
を
終
え
た
土
師
器
は
、
居
館
内
も
し

く
は
そ
の
周
辺
の
土
坑
な
ど
に
ま
と
め
て
廃
棄
さ
れ
、
こ
れ
が
土
器
だ
ま
り
と

し
て
発
掘
調
査
に
よ
り
検
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
、
土
師
器
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
背
景
と
し
て
、
か

つ
て
は
「
一
度
き
り
の
使
用
で
処
分
し
、
清
浄
さ
を
強
調
し
た
」
と
考
え
ら

れ
て
き
た
が
（
藤
原
一
九
九
七
）、
酒
が
し
み
た
時
に
交
換
す
る
給
仕
作
法
や

肴
を
載
せ
る
際
に
「
か
い
し
き
（
掻
敷
）」
を
敷
い
て
載
せ
る
こ
と
が
『
酌
并

記
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
井
淳
史
氏
は
あ
る
程
度
の
回
数
を

使
用
し
た
う
え
で
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
中
井

二
〇
一
一
）。
こ
の
た
め
、
可
能
な
限
り
は
繰
り
返
し
の
使
用
が
な
さ
れ
た
も
の

と
も
認
め
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
日
常
の
飲
食
器
を
担
っ
た
漆
器
、
中
国
陶
磁

器
や
瀬
戸
美
濃
系
陶
器
等
の
什
器
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
寿
命
は
著
し
く
短
く
、

せ
い
ぜ
い
数
回
の
利
用
で
汚
損
し
、
そ
の
都
度
、
新
し
く
補
充
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

先
に
い
さ
さ
か
触
れ
た
が
、
将
軍
家
の
御
座
所
が
あ
っ
た
京
洛
で
は
、
京
都
系

土
師
器
と
呼
ば
れ
る
手
づ
く
ね
土
師
器
が
出
土
す
る
が
、
一
六
世
紀
頃
に
な
る

と
大
内
氏
館
跡
や
大
友
氏
館
跡
で
も
こ
れ
を
模
倣
し
た
非
ロ
ク
ロ
成
形
の
土
師

器
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
室
町
幕
府
に
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
両
氏
が
将
軍
家
に

由
来
す
る
武
家
儀
礼
を
自
家
で
も
実
践
す
る
こ
と
で
、
幕
府
の
権
威
に
接
近
し

た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
京
都
系
土
師
器
の
生
産
・
消
費
の
開
始
時
期
は
、

両
遺
跡
の
土
師
器
編
年
か
ら
、
大
内
氏
で
は
一
五
一
〇
年
前
後
、
大
友
氏
で
は

一
五
三
〇
年
頃
と
想
定
さ
れ
、
二
〇
年
ほ
ど
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
以
て
大
内
氏
が
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先
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
長
二
〇
一
八
）。
法
量
の
細
分
化
と
共
に
、

式
三
献
な
ど
の
儀
礼
を
少
し
で
も
将
軍
家
の
ス
タ
イ
ル
に
寄
せ
、
そ
の
権
威
を
再

生
産
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

式
三
献
に
関
す
る
文
献
史
料
を
確
認
し
た
小
野
貴
史
氏
は
、
大
内
氏
に
関
し

て
、
大
内
政
弘
が
伊
勢
貞
藤
か
ら
作
法
を
教
示
さ
れ
た
『
御
成
次
第
故
実
』、

永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
、
大
内
義
興
が
や
は
り
伊
勢
氏
か
ら
礼
法
故
実
の

指
南
を
受
け
た『
大
内
問
答
』の
存
在
を
挙
げ
る
。
ま
た
、大
友
氏
に
関
し
て
は
、

同
じ
く
永
正
六
年
に
大
館
氏
か
ら
伝
え
ら
れ
た
『
殿
中
年
中
行
事
』
と
大
永
三

年（
一
五
二
四
）に
小
笠
原
光
清
か
ら
伝
え
ら
れ
た『
小
笠
原
光
清
秘
聞
書
条
々
』

の
入
手
を
例
示
す
る
（
小
野
二
〇
〇
一
）。
概
ね
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀

前
第
一
四
半
期
に
お
さ
ま
り
、
な
お
、
大
内
氏
が
大
友
氏
よ
り
先
行
す
る
流
れ

は
、
両
氏
の
京
都
系
土
師
器
の
導
入
と
大
き
く
齟
齬
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
は
、
今
回
確
認
し
た
限
り
で
は
、

京
都
系
土
師
器
の
出
土
は
確
認
で
き
ず
、
出
土
土
師
器
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
回
転
台

土
師
器
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
土
井
ノ
外
遺
跡
で

は
一
六
世
紀
の
遺
構
は
皆
無
で
あ
る
の
で
、
京
都
系
土
師
器
の
導
入
前
に
居
館

が
終
焉
を
迎
え
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
が
、
菊
池
氏
側
か
ら
の
足
利
幕
府
に

対
す
る
距
離
感
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
、
今
後
、
検
討
を
重
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
二
）絵
巻
に
表
現
さ
れ
た
土
師
器

　

次
に
、
中
世
に
描
か
れ
た
絵
画
資
料
か
ら
、
土
師
器
使
用
の
様
子
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　

図
三
四
は
、『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』（
写
本
）
の
酒
宴
場
面
で
あ
る
。
絵
巻
自

体
は
一
一
世
紀
中
葉
の
陸
奥
守
源
頼
義
と
安
倍
氏
と
の
合
戦
を
描
い
た
も
の
で
、

絵
巻
の
成
立
は
一
三
世
紀
末
頃
と
さ
れ
て
い
る
。「
将
軍
」
と
記
さ
れ
る
頼
義
を

中
心
に
、
子
息
義
家
や
大
宅
光
房
、
藤
原
景
通
な
ど
主
従
が
車
座
に
な
っ
て
飲

食
に
興
じ
て
い
る
場
面
を
描
く
が
、
正
面
感
で
確
認
で
き
る
頼
義
・
義
家
・
光

任
ら
の
膳
を
見
る
と
、
食
器
・
酒
器
共
に
土
師
器
皿
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
箸
置
も
土
師
器
皿
と
思
わ
れ
る
。
頼
義
の
膳
は
、
肴
と
箸
が
足
付
の
膳
、
酒

の
膳
は
足
の
無
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
義
家
の
膳
は
足
付
だ
が
、
膳
は
ひ
と
つ

の
み
し
か
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
光
任
も
ま
た
単
膳
で
、
こ
ち
ら
は
足
の
無
い
膳

の
み
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
主
従
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
膳
の
数
と
足
の
有
無
で

表
現
さ
れ
て
お
り
、
飲
食
器
が
い
ず
れ
も
土
師
器
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

頼
義
の
対
面
に
は
、
酒
容
器
を
持
っ
た
小
姓
が
控
え
て
い
る
。

こ
の
絵
巻
の
姿
は
一
一
世
紀
の
姿
と
い
う
よ
り
も
、
一
三
世
紀
末
の
食
膳
状
況

を
適
用
さ
せ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

図
三
五
は
『
慕
帰
絵
詞
』（
写
本
）に
見
ら
れ
る
食
事
及
び
調
理
の
風
景
。『
慕

帰
絵
詞
』
は
、
西
本
願
寺
三
世
の
覚
如
上
人
の
伝
記
を
絵
巻
と
し
た
も
の
で
、

室
町
時
代
初
期
に
あ
た
る
正
平
六
年
・
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
作
と
さ
れ

る
。
僧
の
前
に
置
か
れ
た
二
膳
は
そ
れ
ぞ
れ
足
付
の
大
小
が
あ
り
、
奥
側
の
膳

に
は
料
理
が
盛
ら
れ
、
箸
置
の
上
に
箸
が
置
か
れ
る
。
土
師
器
皿
に
は
大
中
小

の
法
量
差
が
確
認
で
き
る
。
手
前
の
膳
は
土
師
器
が
二
点
配
さ
れ
る
。
い
ず
れ

も
、
膳
の
器
は
土
師
器
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
対
面
す
る
客
人
の
膳
は
全

景
が
窺
え
な
い
も
の
の
、
や
は
り
土
師
器
が
確
認
で
き
る
。
台
所
か
ら
従
僧
が

対
面
の
間
へ
と
、
足
付
折
敷
を
運
ん
で
お
り
、
そ
の
膳
に
は
肴
が
盛
ら
れ
た
土

師
器
が
三
点
載
る
。
台
所
で
は
四
名
の
僧
侶
が
調
理
に
励
ん
で
い
る
模
様
が
描

か
れ
、
料
理
を
盛
る
鉢
・
大
皿
類
は
、
黒
色
と
緑
色
の
も
の
が
確
認
で
き
る
の

で
、
こ
れ
は
青
磁
と
漆
器
な
の
で
あ
ろ
う
。
液
体
を
入
れ
る
壺
類
も
青
磁
で
あ

る
。
調
理
し
て
い
る
僧
た
ち
の
奥
に
は
、
配
膳
済
の
折
敷
類
が
三
セ
ッ
ト
用
意
さ
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図 34　『前九年絵巻』の飲食風景

図 35　『慕帰絵詞』の飲食風景

図 36　『酒飯論絵巻』の飲食風景

1　青花皿２　飯好きの人々

3　酒好きの人々４　飯・酒両方を嗜む人々
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れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
土
師
器
に
盛
ら
れ
て
い
る
。
箸
の
中
央
に
は
や
は
り
土
師

器
小
皿
を
使
っ
た
箸
置
が
置
か
れ
て
い
る
。
周
囲
に
は
重
ね
ら
れ
た
土
師
器
類

が
乱
雑
に
積
ま
れ
、
一
つ
一
つ
の
皿
に
料
理
を
よ
そ
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
武
家
で
は
な
く
寺
院
の
様
子
で
あ
る
が
、
や
は
り
食
器
の
主

体
を
土
師
器
類
が
担
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
表
現
で
あ
る
。

図
三
六
の
各
絵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
酒
飯
論
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
飲
食
の
様
子

で
あ
る
。
下
戸
で
飯
好
き
の
僧
、
酒
好
き
の
公
家
、
両
方
を
嗜
む
武
家
の
三
者

が
対
比
さ
れ
て
描
か
れ
、
三
者
の
主
張
が
、
実
際
は
仏
教
宗
派
の
あ
り
方
を
な

ぞ
ら
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
三
瓶
二
〇
〇
八
）。
成
立
は
一
六
世
紀
中

葉
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
絵
巻
で
描
か
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
中
国
青

花
皿
の
表
現
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
（
図
三
六
―
一
）、
一
五
世
紀
後
半
以
降

の
青
花
の
普
及
と
い
う
時
代
背
景
と
整
合
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

三
者
の
膳
に
使
用
さ
れ
た
飲
食
器
も
そ
れ
ぞ
れ
に
対
比
的
で
、図
三
六
―
二
の

「
飯
好
き
の
人
々
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
足
付
折
敷
二
膳
を
前
に
し
、
い
ず
れ
も

赤
漆
の
食
器
に
飯
・
肴
が
山
盛
り
に
盛
ら
れ
た
描
写
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
図
三
六
―
三
の
「
酒
好
き
の
人
々
」
は
、
赤
ら
顔
で
酩
酊
の
只
中
と
い
う

様
相
だ
が
、
食
器
類
は
質
素
で
、
足
付
も
し
く
は
平
置
の
折
敷
に
、
そ
れ
ぞ
れ

土
師
器
一
皿
分
の
つ
ま
み
が
載
っ
て
い
る
だ
け
の
状
況
で
あ
る
。
左
手
の
武
家
は
、

明
ら
か
に
食
べ
物
の
土
師
器
よ
り
二
回
り
ほ
ど
大
き
な
土
師
器
大
盃
で
、
酒
を

あ
お
っ
て
い
る
。
座
に
は
青
磁
香
炉
が
置
か
れ
、部
屋
の
棚
部
に
は
、青
磁
の
花
生
、

鉢
が
調
度
品
と
し
て
飾
っ
て
あ
る
。
図
三
六
―
四
の「
酒
・
飯
両
方
を
嗜
む
人
々
」

は
、
各
々
の
前
に
三
つ
の
膳
が
配
さ
れ
、
や
や
低
め
の
四
方
足
付
の
折
敷
二
膳
と

平
置
折
敷
一
膳
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
料
理
・
食
器
と
も
多
彩
で
、
赤

漆
の
汁
椀
と
青
磁
の
皿
類
が
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
座
の
中
央
に
は
、
お
そ
ら

く
酒
器
で
あ
る
土
師
器
が
一
点
の
み
置
か
れ
、
柄
付
の
酒
容
器
を
手
に
し
た
侍

女
が
気
を
配
っ
て
い
る
。
奥
の
棚
に
は
、
軸
物
と
青
磁
の
花
生
が
飾
ら
れ
る
。

『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』『
慕
帰
絵
詞
』
で
は
、
膳
に
使
用
さ
れ
た
飲
食
器
が
す

べ
て
土
師
器
で
あ
る
の
に
対
し
、『
酒
飯
論
絵
巻
』
で
は
、食
器
類
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
豊
富
で
、
漆
器
・
磁
器
類
の
使
用
も
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
時
代
に
よ
る
差

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、そ
れ
以
上
に
、中
世
で
は
空
間
の
あ
り
方
や
違
い
に
よ
っ
て
、

飲
食
器
の
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
る
方

が
的
確
で
あ
ろ
う
。

(

三
）式
三
献
・
酒
宴
の
内
実

　

室
町
時
代
の
武
家
儀
礼
は
、
ま
ず
主
殿
で
の
式
三
献
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、

会
所
に
場
所
を
替
え
、
夜
を
徹
し
て
酒
宴
を
行
う
と
い
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
酔
い
が
回
る
と
、
ま
さ
に
『
酒
飯
論
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
「
酒
好
き

の
人
々
」
の
よ
う
な
饗
宴
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

将
軍
の
御
成
の
栄
に
浴
し
た
大
名
た
ち
は
、
こ
ぞ
っ
て
豪
奢
な
も
て
な
し
を
競

い
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
足
利
義
輝
を
迎
え
た
三
好
義
長
は
十
七
献
、

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
足
利
義
昭
を
迎
え
た
朝
倉
義
景
も
同
じ
く
十
七

献
、明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
足
利
義
稙
を
山
口
に
迎
え
た
大
内
義
興
に
至
っ

て
は
『
明
応
九
年
三
月
五
日
将
軍
御
成
雑
掌
注
文
』
か
ら
二
十
五
献
以
上
の
肴

と
酒
を
供
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
江
後
二
〇
二
一
）。
単
に
飲
食
を
重
ね
る

だ
け
で
は
な
く
、
合
間
合
間
に
は
、
双
方
か
ら
の
進
物
の
応
酬
、
御
馬
御
覧
、

能
の
観
劇
等
が
催
さ
れ
て
い
た
。
か
よ
う
な
様
々
な
趣
向
を
実
施
す
る
に
恥
ず

か
し
く
な
い
舞
台
装
置
が
、
守
護
館
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
永
禄
十
一
年
に
、
石
見
の
益
田
藤
兼
・
元
祥
親
子
が
、
毛

利
元
就
を
饗
応
し
た
「
益
田
藤
兼
・
同
元
祥
安
芸
吉
田
一
献
手
組
注
文
」（
東

大
史
編
二
〇
〇
三
）
か
ら
饗
応
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
藤
兼
は
、
元
就
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と
の
関
係
強
化
を
図
る
た
め
、
次
子
次
郎
の
元
服
に
際
し
、
元
就
か
ら
一
文
字

拝
領
を
受
け
「
元
祥
」
と
名
乗
ら
せ
た
。
そ
し
て
貴
重
な
品
々
の
献
上
と
祝
宴

の
主
催
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
祝
宴
に
関
す
る
料
理
の
献
立
が
当
該
文
書
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

宴
の
最
初
は
「
御
引
渡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
具
体
的
な
料
理
内
容

が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
式
三
献
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
宗
五
大
艸
紙
』
で
は

式
三
献
の
膳
内
容
を
図
指
す
る
中
で
、「
此
う
ち
あ
わ
は
び
を
ひ
き
わ
た
り
と

云
」
と
述
べ
て
い
る
（
塙
二
〇
一
三
）。
武
家
の
式
三
献
で
は
、「
敵
に
打
ち
勝
ち
、

喜
ぶ
」
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
、「
打
鮑
」「
勝
栗
」「
昆
布
」
を
並
べ
る
こ
と
が
通

例
で
、「
梅
干
し
」「
海
月
」
に
替
わ
る
場
合
も
あ
っ
た
（
二
木
一
九
九
九
）。『
宗

五
大
艸
紙
』
の
図
で
は
、
白
か
わ
ら
け
三
点
、へ
そ
か
わ
ら
け
二
点
、
大
中
二
点
、

み
み
か
わ
ら
け
（
耳
皿
）
一
点
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
初
献
だ
け
で
八
点
の
土
師

器
が
利
用
さ
れ
て
い
る
（
図
三
三
）。

郡
山
饗
宴
で
は
、
次
に
、「
御
湯
漬
」
と
し
て
、
鹽
引
・
覆
面
鯛
・
貝
鮑
・
酒

浸
（
さ
か
ひ
て
）・
香
の
物
・
は
む
（
は
ん
ぺ
ん
）・
蒲
鉾
が
出
さ
れ
て
い
る
。
同

年
の
朝
倉
邸
への
義
昭
御
成
の
場
合
は
、
式
三
献
後
に
、
会
所
へ
移
動
し
て
、
三

膳
ほ
ど
飲
食
を
し
て
か
ら
湯
漬
に
至
っ
て
お
り
、
饗
宴
に
よ
り
膳
の
順
序
や
献
数

に
は
差
が
あ
っ
た
。

湯
漬
二
献
目
は
鮨
・
雉
・
螺
貝
・
汁
（
集
煮
）・
烏
賊
・
鮭
。
三
献
目
は
鯟
子
（
か

ど
の
こ
）・
海
鼠
腸
（
こ
の
わ
た
）・
汁
（
羹
・か
わ
う
そ
）・
海
月
が
供
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
箸
休
め
も
兼
ね
た
の
で
あ
ろ
う
、
御
菓
子
七
種
が
出
さ
れ
て
い
る
（
内

容
は
不
明
）。
再
び
膳
に
戻
り
「
御
肴
」
と
し
て
、
小
串
・
雑
煮
・
削
り
物
（
鮑

な
ど
を
小
さ
く
削
っ
た
物
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
献
目
と
し
て
「
む
し
む
き
」

に
白
鳥
を
添
え
た
も
の
が
出
さ
れ
、三
献
目
は
さ
し
く
ら
げ
・
鯛
・こ
う
る
か
（
子

鱁
鮧
？
）
で
あ
っ
た
。
四
献
目
は
鳥
の
足
・
鼈
羹
・
刺
身
、
五
献
目
は
塩
ひ
き
・

雉
・
烏
賊
、
六
献
目
は
草
片
・
饅
頭
・「
は
る
も
」
と
続
く
。
終
い
に
は
ん
（
は

ん
ぺ
ん
）・
鮎
・
か
ら
す
み
が
七
献
目
と
し
て
出
さ
れ
、
献
立
が
終
わ
っ
て
い
る
。

地
方
領
主
が
大
名
を
饗
応
し
た
例
の
た
め
か
、
膳
の
数
か
ら
す
る
と
将
軍
御
成

に
比
べ
控
え
め
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
海
か
ら
遠
い
吉
田
郡
山
城
に
あ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
山
海
の
珍
味
を
手
を
尽
く
し
て
準
備
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

石
見
益
田
か
ら
運
ん
だ
物
も
多
く
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

益
田
元
兼
の
饗
応
で
興
味
深
い
点
は
、
準
備
物
を
記
し
た
も
の
の
記
録
が
残
っ

て
い
る
こ
と
で
、
特
に
「
御
か
わ
ら
け
の
物
三
せ
ん
」
と
い
う
文
言
が
注
目
に
値

す
る
。
一
回
の
饗
応
に
三
千
点
の
土
師
器
が
用
意
さ
れ
て
い
た
事
実
を
物
語
る
こ

の
記
述
は
、
居
館
遺
跡
に
お
け
る
大
量
の
土
師
器
出
土
に
対
し
、
一
定
の
裏
付

け
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
記
し
た
肴
の
合
計
は
四
十
四
種

を
数
え
る
が
、
御
引
渡
の
肴
数
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
酒
の
盃
も
相
当

数
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
四
十
四
に
こ
れ
ら
を

適
当
に
加
え
、ひ
と
り
あ
た
り
七
〇
枚
の
土
師
器
を
使
用
し
た
と
仮
定
す
る
と
、

三
千
枚
の
土
師
器
で
四
〇
名
ほ
ど
が
ま
か
な
え
る
計
算
に
な
る
。
少
な
く
と
も

一
五
・一
六
世
紀
頃
に
お
い
て
は
、
廃
棄
土
師
器
の
数
量
と
、
そ
の
空
間
に
お
け

る
武
家
儀
礼
の
頻
度
は
比
例
す
る
も
の
と
考
え
て
大
過
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）耳
皿
に
つ
い
て

す
で
に
少
し
触
れ
た
が
、
式
三
献
や
饗
宴
に
お
け
る
膳
の
配
置
法
に
つ
い
て
言

及
し
た
各
種
の
故
実
書
、
例
え
ば
『
奉
公
覺
悟
之
事
』『
宗
五
大
艸
紙
』（
塙

二
〇
一
三
）
や
『
山
内
料
理
書
』（
倉
林
一
九
八
五
）
等
に
お
い
て
、箸
置
は
「
み

み
か
わ
ら
け
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
み
み
か
わ
ら
け
」
は
無
論
、「
耳
皿
」
の

こ
と
で
あ
り
、
土
師
器
の
小
皿
の
両
端
を
折
り
曲
げ
、
箸
置
と
し
て
妥
当
な
形

状
に
あ
つ
ら
え
た
土
師
器
で
あ
る
。
大
内
氏
館
跡
、
大
友
氏
館
跡
、
い
ず
れ
の
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土
師
器
編
年
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
編
年
図
か
ら
わ
か
る
の
で
（
北

島
二
〇
一
〇
・
長
二
〇
一
八
）、
守
護
館
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
な
両
遺
跡
か
ら

一
定
量
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
熊
本
県
内
で
は
山
都
町
浜
の

館
跡
の
出
土
遺
物
に
耳
皿
を
一
点
確
認
し
て
い
る
（
未
報
告
）。
浜
の
館
跡
は
戦

国
期
の
阿
蘇
大
宮
司
居
館
跡
で
あ
る
。

隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
出
土
例
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
、
先
述
の
Ｓ
Ｋ

五
八
・
五
九
の
二
点
の
み
で
あ
っ
た
。
全
て
の
土
師
器
破
片
を
確
認
で
き
た
わ
け

で
は
な
い
も
の
の
、
未
報
告
資
料
も
含
め
、
大
部
分
は
通
覧
し
た
の
で
、
仮
に

未
見
資
料
に
耳
皿
が
含
ま
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
劇
的
に
数
が
増
え
る
も
の
で
は
あ

る
ま
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
耳
皿
は
極
め
て
出
土
数
の
少
な
い
希
少
器
種
と
推
測

さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
山
内
料
理
書
』
の
次
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。

一　
は
し
台
は
み
ゝ
か
わ
ら
け
を
く
事
大
名
さ
ま
の
外
あ
る
へ
か
ら
す
。み
ゝ

か
わ
ら
け
の
う
へに
紙
か
い
し
き
の
や
う
に
か
み
を
を
く
。

箸
台
と
し
て
の
「
み
み
か
わ
ら
け
」
は
大
名
以
外
に
は
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
、
と
の
し
き
た
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
山
内
料
理
書
』
は
明
和
六
年

（
一
四
九
六
年
）
に
は
す
で
に
成
立
し
て
お
り
、
料
理
内
容
を
相
伝
し
た
山
内

三
郎
左
衛
門
尉
は
管
領
斯
波
氏
の
家
中
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
中
枢
で
適

用
さ
れ
て
い
た
し
き
た
り
と
み
て
問
題
な
い
。
考
古
学
で
は「
無
い
こ
と
の
証
明
」

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
の
、
全
体
の
土
師
器
出
土
量

（
お
そ
ら
く
破
片
数
と
し
て
は
一
万
点
前
後
）
に
お
け
る
、
二
点
と
い
う
出
土

例
の
少
な
さ
は
、
必
ず
し
も
大
名
と
は
限
ら
な
い
が
、
耳
皿
が
貴
人
向
け
に
の

み
限
定
さ
れ
て
供
さ
れ
て
い
た
可
能
性
と
矛
盾
し
な
い
も
の
と
言
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
耳
皿
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｋ
五
八
・
五
九
は
、
い
ず
れ
も
主
要

建
物
（
Ｓ
Ｂ
一
二
・
同
九
一
）
に
南
接
す
る
隅
丸
方
形
の
土
坑
で
、
規
格
性
が

高
く
建
物
に
付
随
す
る
遺
構
と
み
ら
れ
る
（
図
七
）。
共
伴
遺
物
は
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
少
な
く
、
わ
ず
か
に
青
磁
雷
文
碗
の
破
片
（
報
告
書
掲
載
）、
青
花

Ｃ
群
皿
・
白
磁
Ｅ
群
皿
の
小
破
片
（
未
報
告
）
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
式
三
献

に
類
す
る
献
盃
儀
礼
も
し
く
は
饗
宴
の
膳
に
お
い
て
、
貴
人
が
使
用
し
た
箸
置

が
廃
棄
さ
れ
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
り
、
土
師
器
資
料
の
中
で
も
注
目
に
値
す

る
資
料
で
あ
る
。

た
だ
し
、
肥
前
で
は
、
島
原
半
島
の
有
馬
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
日
野
江
城
跡
で

大
量
の
土
師
器
皿
・
坏
の
報
告
の
中
に
約
四
〇
点
も
の
耳
皿
が
見
ら
れ
、
ま
と

ま
っ
た
量
の
耳
皿
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
南
島
原
市
二
〇
一
一
）。
こ
の
事

例
か
ら
は
、
耳
皿
の
貴
人
向
け
限
定
が
絶
対
的
な
も
の
、
と
は
断
言
で
き
な
い
。

地
域
差
や
時
期
差
に
よ
り
、
そ
の
価
値
感
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。お

わ
り
に

　

本
稿
で
は
ま
ず
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
輸
入
陶
磁
器
の
破
片
点

数
の
カ
ウ
ン
ト
と
分
類
か
ら
、
遺
跡
の
存
続
時
期
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
日
常
に

利
用
さ
れ
た
碗
皿
類
の
出
土
数
か
ら
、
精
緻
な
陶
磁
器
編
年
が
設
定
さ
れ
つ
つ

あ
る
沖
縄
編
年
に
あ
て
は
め
て
、
遺
跡
の
存
続
年
代
を
再
検
討
し
た
結
果
、
調

査
報
告
書
で
示
さ
れ
た
一
四
世
紀
後
半
～
一
五
世
紀
前
半
と
い
う
遺
跡
の
年
代

観
に
大
き
く
修
正
を
迫
る
こ
と
と
な
り
、
一
四
世
紀
後
半
～
一
六
世
紀
後
半
ま

で
継
続
し
て
い
た
こ
と
、
中
で
も
遺
跡
と
し
て
の
ピ
ー
ク
は
一
五
世
紀
中
葉
か
ら

後
半
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
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次
に
、大
量
に
出
土
し
た
土
師
器
に
つ
い
て
、器
形
か
ら
個
別
分
類
を
設
定
し
、

そ
の
う
ち
坏
Ｂ
群
の
形
態
変
化
を
追
う
こ
と
で
、
主
に
一
五
世
紀
代
の
土
師
器

の
変
遷
案
を
提
示
し
た
。
不
十
分
な
面
も
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
全
く
提
示
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
熊
本
県
下
で
の
中
世
後
期
の
土
師
器
編
年
に
一
定
の
道
筋
を

示
す
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
出
土
し
た
土
師
器
類
の
用
途
に
つ
い
て
、
故
実
書
や
絵
巻
の
事
例
な

ど
を
引
用
し
、
式
三
献
や
会
所
で
の
宴
会
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

を
示
し
た
。
特
に
益
田
元
兼
と
毛
利
元
就
の
饗
宴
で
、
多
数
の
料
理
が
供
さ
れ
、

そ
の
際
に
土
師
器
皿
三
千
枚
が
発
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
地
方
大
名
の

ひ
と
つ
の
饗
宴
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
土
師
器
が
利
用
さ
れ
た
か
の
裏
付
け
と
考

え
た
。
ま
た
、
箸
置
と
し
て
の
耳
皿
の
希
少
性
に
も
言
及
し
、
Ｓ
Ｋ
五
八
・
五
九

に
お
け
る
耳
皿
の
出
土
と
関
連
付
け
た
。

土
師
器
の
大
量
出
土
は
、
必
ず
し
も
、
儀
礼
的
空
間
に
の
み
限
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
各
地
の
都
市
遺
跡
や
小
領
主
の
城
館
な
ど
で
も
散
見
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
に
関
し
て
は
、
前
提
と
し
て
、
全
国

的
に
見
て
も
相
当
の
優
品
た
る
青
磁
唐
物
を
備
え
た
空
間
が
一
区
周
辺
に
存
在

し
た
こ
と
が
重
要
で
、
こ
の
よ
う
な
会
所
や
主
殿
と
思
わ
れ
る
建
物
が
配
置
さ

れ
て
い
た
空
間
構
成
の
中
に
お
い
て
、
多
数
の
土
師
器
の
消
費
が
あ
っ
た
点
は
、

ま
ず
式
三
献
や
宴
会
の
痕
跡
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
輸
入
陶
磁

器
の
出
土
状
況
か
ら
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
を
会
所
等
が
存
在
し
た
空
間
と
み

な
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
前
稿
（
中
山
二
〇
二
一
Ａ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
稿
と
本
稿
に
よ
り
、
概
ね
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
に
つ
い
て
出
土
遺
物
を
通
し

た
究
明
は
、
一
定
の
役
割
を
果
た
せ
た
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
発
掘
調
査
の

限
定
的
な
範
囲
か
ら
、
居
館
跡
の
全
体
像
、
と
り
わ
け
各
建
物
遺
構
の
性
格
や

そ
の
他
遺
構
の
配
置
状
況
、
土
塁
・
堀
等
で
区
画
さ
れ
た
居
館
範
囲
等
は
ベ
ー
ル

に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
、
遺
構
面
か
ら
も
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
研

究
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。ま
た
、さ
ら
に
広
範
に
、中
世
守
護
都
市「
隈
府
」

の
各
地
に
お
い
て
、
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
る
新
知
見
を
得
て
、
よ
り
ク
リ
ア
に

中
世
守
護
都
市
「
隈
府
」
像
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
も
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

註一�

Ⅳ
類
・′
Ⅳ
類
・
Ⅴ
―
一
類
の
青
磁
碗
は
、
い
ず
れ
も
体
部
無
文
の
端
反
タ
イ
プ
で
あ
り
、
口
縁

部
の
形
状
で
同
定
を
行
う
。
こ
の
う
ち
、
Ⅳ
類
は
口
縁
端
部
が
尖
り
気
味
で
薄
釉
で
、
Ⅴ
―
一

類
は
玉
縁
状
の
端
部
で
釉
層
も
厚
く
な
る
と
特
徴
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
小

破
片
で
見
る
と
、
そ
の
判
断
に
迷
う
も
の
が
多
く
あ
り
、
こ
の
た
め
、
判
断
に
迷
っ
た
も
の
は
Ⅳ

～
Ⅴ
―
一
類
の
範
疇
で
同
定
不
可
、
と
し
て
表
に
反
映
し
た
。
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を
元
に
筆
者
作
成

図
一
六
～
一
八　
熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九　

図
一
九
～
二
二　
熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
二
三　
　
　

北
島
二
〇
一
〇
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
二
四・二
五　
熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九　
　

図
二
六　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
二
七　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九　

図
二
八　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
二
九　
　
　

乗
岡
二
〇
〇
〇
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
三
〇・三
一　
熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
三
二　
　
　

筆
者
作
成

図
三
三　
　
　

塙
二
〇
一
三

図
三
四　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
前
九
年
絵
巻
物
』
巻
一

　
　
　
　
　
　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2573531?tocO
pened=1

図
三
五　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
慕
帰
繪
々
詞
』
巻
二

　
　
　
　
　
　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2590849?tocO
pened=1  

図
三
六　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
酒
飯
論
』

　
　
　
　
　
　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542602

表
一・二・
三　

筆
者
作
成

引
用
・
参
考
文
献

青�

木
勝
士
一
九
九
六
「
肥
後
菊
池
氏
の
守
護
町
「
隈
府
」
の
成
立
」『
熊
本
史
学
』
七
二・
七
三
合

併
号　

熊
本
史
学
会

青�

木
勝
士
二
〇
二
〇
「
菊
池
氏
の
拠
点　

北
宮
・
隈
府
」『
九
州
の
中
世
Ⅱ　

武
士
の
拠
点　

鎌
倉
・

室
町
時
代
』
高
志
書
院

五�

十
川
雄
也
二
〇
一
九
「
大
内
館
と
大
友
館
」『
室
町
戦
国
日
本
の
覇
者　

大
内
氏
の
世
界
を
さ

ぐ
る
」
勉
誠
出
版

江�

後
迪
子
二
〇
二
一
「
大
内
氏
遺
跡
で
の
宴
料
理
等
「
歴
食
」
再
現
と
地
域
性
」『
歴
史
的
脈
絡
に

因
む
遺
跡
の
活
用
―
儀
式
・
行
事
の
再
現
と
地
域
間
交
流
の
再
構
築
―　
令
和
二
年
度　

遺

跡
整
備
・
活
用
研
究
集
会
』
奈
良
文
化
財
研
究
所

大
分
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
五
『
大
友
氏
館
跡
一
』

沖
縄
県
教
育
委
員
会
一
九
九
八
『
首
里
城
跡　

―
京
の
内
跡
発
掘
調
査
報
告
書
（
Ⅰ
）
―
』

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
五
『
首
里
城
跡
―
二
階
殿
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
―
』

小�

野
貴
史
二
〇
〇
一
「
大
友
氏
に
お
け
る
「
式
三
献
」
に
つ
い
て
」『
大
分
・
大
友
土
器
研
究
会
論
集
』

大
分
・
大
友
土
器
研
究
会

小
野
正
敏
一
九
九
七
『
戦
国
城
下
町
の
考
古
学
』
講
談
社

小�

野
正
敏
二
〇
〇
三
「
威
信
財
と
し
て
の
貿
易
陶
磁
と
場
―
戦
国
期
東
国
を
例
に
―
」『
戦
国
時

代
の
考
古
学
』
高
志
書
院

小�

野
正
敏
・
五
味
文
彦
・
萩
原
三
雄
編
二
〇
〇
八
『
考
古
学
と
中
世
史
研
究
Ⅴ　

宴
の
中
世
―
場
・
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か
わ
ら
け
・
権
力
―
』
高
志
書
院

鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
一
九
七
九
『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
前
編
二
』
鹿
児
島
県

亀
井
明
德
編
二
〇
〇
二
『
明
代
前
半
陶
瓷
器
の
研
究　

―
首
里
城
京
の
内
Ｓ
Ｋ
〇
一
出
土
品
―
』

菊�

池
市
教
育
委
員
会
二
〇
二
〇
『
中
世
菊
池
一
族
関
連
遺
跡
群
確
認
調
査
概
要
報
告
書
「
菊
之
城

跡
」「
守
山
城
跡
及
び
内
裏
尾
」「
隈
府
城
下
遺
跡
」』

北�

島
大
輔
二
〇
一
〇
「
Ⅸ
章　

大
内
式
の
設
定
―
中
世
山
口
に
お
け
る
遺
物
編
年
の
細
分
と
再
編
」

『
大
内
氏
館
跡
Ⅺ
』
山
口
市
教
育
委
員
会

北�

島
大
輔
二
〇
一
九
「
大
内
氏
の
宴
―
そ
の
器
と
配
膳
方
法
―
」『
室
町
戦
国
日
本
の
覇
者　

大

内
氏
の
世
界
を
さ
ぐ
る
」
勉
誠
出
版

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九『
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
二
四
八
集　

隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
』

熊�

本
県
立
美
術
館
二
〇
一
九
『
日
本
遺
産
認
定
記
念　

菊
池
川
二
千
年
の
歴
史　

菊
池
一
族
の
戦

い
と
信
仰
』
菊
池
川
二
千
年
の
歴
史
展
実
行
委
員
会

熊
本
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
四
『
二
本
木
遺
跡
群
二
三
』

楠�

瀬
慶
太
二
〇
〇
七
Ａ
「
土
師
器
食
膳
具
か
ら
見
た
中
世
博
多
の
土
器
様
相
―
博
多
遺
跡
群
の
土

師
器
編
年
―
」『
九
州
考
古
学
』
第
八
二
号　

九
州
考
古
学
会

楠�

瀬
慶
太
二
〇
〇
七
Ｂ
「
戦
国
期
島
津
氏
に
お
け
る
酒
食
饗
応
儀
礼　

―
式
三
献
と
か
わ
ら
け
―
」

『
比
較
社
会
文
化
研
究
』
第
二
二
号　

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科

久
米
島
町
教
育
委
員
会
二
〇
〇
八
『
宇
江
城
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅰ
』

倉�

林
政
次
一
九
八
五
『
日
本
料
理
秘
伝
集
成　

第
一
八
巻　

日
本
料
理
の
起
源　

食
物
・
食
事
雑

篇
』
同
朋
舎
出
版

三�

瓶
は
る
み
二
〇
〇
八「
日
中
の
酒
に
ま
つ
わ
る
論
争
に
つ
い
て　

―「
酒
飯
論
」を
中
心
に
―
」『
大

学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
研
究
の
国
際
的
情
報
伝
達
ス
キ
ル
の
育
成
」
活
動

報
告
書
』
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
研
究
の
国
際

的
情
報
伝
達
ス
キ
ル
の
育
成
」
事
務
局

柴�

田
圭
子
二
〇
一
一
「
第
一
章　

今
帰
仁
城
跡
出
土
明
代
青
花
瓷
の
研
究
」『
今
帰
仁
城
跡
発
掘

調
査
報
告
Ⅴ
』
今
帰
仁
村
教
育
委
員
会

鈴�

木
康
之
二
〇
〇
二
「
中
世
土
器
の
象
徴
性
―
「
か
り
そ
め
」
の
器
と
し
て
の
か
わ
ら
け
―
」『
日

本
考
古
学
』
第
一
四
号

瀬�

戸
哲
也
・
仁
王
浩
司
ほ
か
二
〇
〇
八
「
沖
縄
に
お
け
る
貿
易
陶
磁
」『
沖
縄
埋
文
研
究
』
Ⅴ　

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

瀬�

戸
哲
也
二
〇
一
五
Ａ「
一
四
・一
五
世
紀
の
沖
縄
出
土
中
国
産
青
磁
に
つ
い
て
」『
貿
易
陶
磁
研
究
』

№
三
五　

日
本
貿
易
陶
磁
研
究
会

瀬�

戸
哲
也
二
〇
一
五
Ｂ「
一
四
～
一
六
世
紀
の
沖
縄
出
土
龍
泉
窯
系
青
磁
に
お
け
る
生
産
地
の
模
索
」

『
中
近
世
陶
磁
器
の
考
古
学
』
第
一
巻　

雄
山
閣

瀬�

戸
哲
也
二
〇
一
六
「
一
四
～
一
六
世
紀
の
沖
縄
出
土
龍
泉
窯
系
青
磁
に
お
け
る
生
産
地
の
模
索

（
二
）」『
亀
井
明
德
氏
追
悼
・
貿
易
陶
磁
研
究
等
論
文
集
』
亀
井
明
德
さ
ん
追
悼
文
集
刊
行
会

瀬�

戸
哲
也
二
〇
一
七
「
沖
縄
出
土
貿
易
陶
磁
器
の
時
期
と
様
相
」『
第
三
五
回
中
世
土
器
研
究
会　

貿
易
陶
磁
研
究
の
現
状
と
土
器
研
究
』
日
本
中
世
土
器
研
究
会

太
宰
府
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
〇
『
大
宰
府
条
坊
跡
Ⅹ
Ⅴ　

―
陶
磁
器
分
類
編
―
』

長�

直
信
二
〇
一
一
Ａ
「
豊
後
府
内
に
お
け
る
京
都
系
土
師
器
導
入
前
後
の
土
器
様
相　

大
友
館
跡

の
形
成
過
程
解
明
に
む
け
て
―
そ
の
一
―
」『
古
文
化
談
叢
』
第
六
五
集
四
分
冊
目　

九
州
古

文
化
研
究
会

長�

直
信
二
〇
一
一
Ｂ
「
大
友
氏
館
跡
調
査
研
究
の
現
状
と
課
題
―
考
古
学
的
成
果
を
中
心
に
」『
福

岡
大
学
考
古
学
研
究
室
調
査
研
究
報
告
第
一
〇
冊　

福
岡
大
学
考
古
資
料
集
成
四
』
福
岡
大
学

考
古
学
研
究
室

長�

直
信
二
〇
一
五
「
第
Ⅳ
章　

大
友
氏
館
跡
基
準
資
料
に
つ
い
て
」『
大
友
氏
館
跡
一
』
大
分
市
教

育
委
員
会

長�
直
信
二
〇
一
八
「
第
二
章　

大
友
氏
館
跡
出
土
の
土
器
と
権
力
―
そ
の
様
相
と
特
質
―
」『
戦

国
大
名
大
友
氏
の
館
と
権
力
』
吉
川
弘
文
館

坪�

根
伸
也
・
塩
地
潤
一
二
〇
〇
一「
豊
後
国
の
土
器
編
年
」『
大
分
・
大
友
土
器
研
究
会
論
集
』
大
分
・
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隈府土井ノ外遺跡出土の土師器に関する研究／中山 圭

大
友
土
器
研
究
会

坪�

根
伸
也
二
〇
〇
八「
大
友
館
の
変
遷
と
府
内
周
辺
の
方
形
館
」『
戦
国
大
名
大
友
氏
と
豊
後
府
内
』

高
志
書
院

東�

京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
一
九
一
七
『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
五
ノ
一　

相
良
家
文
書
之
一
』

東
京
帝
国
大
学

東�

京
大
学
史
料
編
纂
所
二
〇
〇
三
『
大
日
本
古
文
書　

益
田
家
文
書
之
二
』
東
京
大
学
出
版
会

中
井
淳
史
二
〇
一
一
『
日
本
中
世
土
器
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版

中
井
淳
史
二
〇
二
二
『
中
世
か
わ
ら
け
物
語　

も
っ
と
も
身
近
な
日
用
品
の
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館

長�

堂
綾
・
島
弘
二
〇
一
四
「
渡
地
村
跡
の
概
要
と
青
磁
集
中
部
」『
第
三
五
回
日
本
貿
易
陶
磁
研

究
集
会
発
表
要
旨
・
資
料
集　

琉
球
列
島
の
貿
易
陶
磁
』
日
本
貿
易
陶
磁
研
究
会

中�

山
圭
二
〇
一
九
「
熊
本
県
南
部
の
様
相
―
沿
岸
部
を
中
心
に
―
」『
第
四
〇
回
日
本
貿
易
陶
磁

研
究
会
研
究
集
会　

南
九
州
か
ら
奄
美
群
島
の
貿
易
陶
磁　

発
表
要
旨
・
資
料
集
』
日
本
貿
易

陶
磁
研
究
会

中�

山
圭
二
〇
二
一
Ａ「
菊
池
氏
関
連
遺
跡「
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
」の
輸
入
陶
磁
器
に
関
す
る
研
究
」

『
菊
池
一
族
解
體
新
章
』
巻
ノ
二　

菊
池
市
教
育
委
員
会
・
菊
池
文
化
研
究
所

中�

山
圭
二
〇
二
一
Ｂ
「
菊
池
氏
関
連
遺
跡
「
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
貿
易
陶
磁
器
」『
第
四
一
回
日

本
貿
易
陶
磁
研
究
集
会
発
表
資
料
集
「
最
近
の
話
題
の
遺
跡
・
注
目
さ
れ
る
研
究
か
ら
」』
日

本
貿
易
陶
磁
研
究
会

那
覇
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
『
渡
地
村
跡
』

並�

木
誠
士
二
〇
一
七
『
日
本
絵
画
の
転
換
点　

酒
飯
論
絵
巻
―
「
絵
巻
」
の
時
代
か
ら
「
風
俗
画
」

への
時
代
へ
』
昭
和
堂

二
木
謙
一
一
九
九
九
『
中
世
武
家
の
作
法
』
吉
川
弘
文
館

乗�

岡
実
二
〇
〇
〇
「
備
前
」『
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

中
世
窯
業
の
諸
相
～
生
産
技
術
の
展
開
と
編

年
～
資
料
集
』全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
中
世
窯
業
の
諸
相
～
生
産
技
術
の
展
開
と
編
年
～
資
料
集
」

実
行
委
員
会

塙
保
己
一
二
〇
一
三
『
群
書
類
従
第
二
二
輯　

武
家
部
』
八
木
書
店

藤�

原
良
章
一
九
九
七
「
中
世
の
食
器
・
考
―
〈
か
わ
ら
け
〉
ノ
ー
ト
―
」『
全
集　

日
本
の
食
文
化　

第
九
巻　

台
所
・
食
器
・
食
卓
』
雄
山
閣
出
版

南
島
原
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
一
『
日
野
江
城
跡
総
集
編
一
』

美�

濃
口
雅
朗
一
九
九
四
「
熊
本
県
に
お
け
る
中
世
前
期
の
土
師
器
に
つ
い
て
」『
中
近
世
土
器
の
基

礎
研
究
』
Ⅹ　

日
本
中
世
土
器
研
究
会

吉
岡
康
暢
・
門
上
秀
叡
二
〇
一
一
『
琉
球
出
土
陶
磁
社
会
史
研
究
』
真
陽
社

脇�

田
晴
子
一
九
九
七「
文
献
か
ら
み
た
中
世
の
土
器
と
食
事
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

第
七
一
集　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館




